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は じ め に  

 

当 懇 談 会 は 、 平 成 20（ 2008） 年 ７ 月 、 内 閣 官 房 長 官 か ら 今 後 の ア イ

ヌ 政 策 の あ り 方 に 関 し て 意 見 を ま と め る よ う 要 請 を 受 け 、 以 来 10 回 に

わ た り 会 合 を 重 ね て き た 。 そ の 間 、 同 年 秋 に 北 海 道 （ 札 幌 、 白 老 、 平 取 、

千 歳 ） 及 び 東 京 、 翌 年 春 に 北 海 道 (阿 寒 、 白 糠 )で 現 地 視 察 ・ ア イ ヌ の

人 々 と の 意 見 交 換 を 実 施 し 、 そ の 後 の 論 点 整 理 と 幅 広 い 議 論 を 踏 ま え 、

今 般 、 委 員 の 意 見 を 取 り ま と め る に 至 っ た の で 報 告 す る 。  

ア イ ヌ 政 策 に つ い て は 、 昭 和 49（ 1974） 年 以 来 、 北 海 道 に よ る 生 活

向 上 関 連 施 策 が 実 施 さ れ る と と も に 、 平 成 ７ （ 1995） 年 、「 ウ タ リ 対 策

の あ り 方 に 関 す る 有 識 者 懇 談 会 」 が お よ そ 1 年 を か け 施 策 の 基 本 理 念 や

具 体 的 施 策 の あ り 方 等 を 取 り ま と め 、 同 懇 談 会 報 告 書 を 提 出 し 、 こ れ を

踏 ま え て 、 平 成 ９ （ 1997） 年 、「 ア イ ヌ 文 化 の 振 興 並 び に ア イ ヌ の 伝 統

等 に 関 す る 知 識 の 普 及 及 び 啓 発 に 関 す る 法 律 （ 以 下 「 ア イ ヌ 文 化 振 興

法 」 と い う ）」 が 制 定 さ れ 、 ア イ ヌ 文 化 振 興 等 に 関 す る 施 策 が 推 進 さ れ

て き た 。  

こ の よ う な 中 、 平 成 19（ 2007） 年 9 月 13 日 に 「 先 住 民 族 の 権 利 に 関

す る 国 際 連 合 宣 言 」 が 国 際 連 合 総 会 で 採 択 さ れ 、 国 際 連 合 に お け る 先

住 民 族 に 関 す る 議 論 が 一 定 の 結 論 を 見 た 。 さ ら に 、 平 成 20（ 2008） 年

６ 月 ６ 日 、 衆 議 院 及 び 参 議 院 に お い て 「 ア イ ヌ 民 族 を 先 住 民 族 と す る

こ と を 求 め る 決 議 」 が 全 会 一 致 で 採 択 さ れ た 。 政 府 は 、 同 決 議 を 受 け

「 政 府 と し て も 、 ア イ ヌ の 人 々 が 日 本 列 島 北 部 周 辺 、 と り わ け 北 海 道

に 先 住 し 、 独 自 の 言 語 、 宗 教 や 文 化 の 独 自 性 を 有 す る 先 住 民 族 で あ る

と の 認 識 の 下 に 、『 先 住 民 族 の 権 利 に 関 す る 国 際 連 合 宣 言 』 に お け る 関

連 条 項 を 参 照 し つ つ 、 こ れ ま で の ア イ ヌ 政 策 を さ ら に 推 進 し 、 総 合 的

な 施 策 の 確 立 に 取 り 組 む 」（「 ア イ ヌ 民 族 を 先 住 民 族 と す る こ と を 求 め

る 決 議 」 に 関 す る 内 閣 官 房 長 官 談 話 ） 考 え を 示 し た 。  

こ の よ う な 政 府 の 考 え を 受 け 、 当 懇 談 会 は 、 ア イ ヌ の 方 も 委 員 と し て

参 画 し 、 ア イ ヌ の 歴 史 や 先 住 民 族 と し て の 意 義 、 ア イ ヌ 政 策 の 新 た な 理

念 及 び 具 体 的 政 策 の あ り 方 に つ い て 総 合 的 な 検 討 を 行 っ た 。  

以 下 は 、 内 閣 官 房 長 官 の 要 請 を 受 け 、 約 1 年 間 の 検 討 内 容 を 取 り ま と

め た も の で あ る 。
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１  今に至る歴史的経緯  

こ れ ま で ア イ ヌ の 歴 史 や 文 化 に つ い て は 、 日 本 国 民 共 通 の 知 識 と

は な っ て こ な か っ た 。  

そ れ は 、 歴 史 的 に 、 ア イ ヌ の 人 々 が 圧 倒 的 に 少 数 で あ っ た こ と 、

そ し て 我 が 国 の 政 治 の 中 心 地 か ら 遠 く 離 れ た 北 辺 の 住 人 で あ っ た こ と 、

ま た 生 業 や 宗 教 の 差 異 か ら 生 じ る 文 化 的 相 違 が 一 方 の 目 か ら は 野 卑

陋 習
ろうしゅう

（ 悪 い 習 慣 ） と み な さ れ 、 そ の 享 受 者 は 野 蛮 な 存 在 で あ り 、 そ の

文 化 は 価 値 の 低 い も の と み な さ れ た こ と が 背 景 事 情 と し て 考 え ら れ る 。  

さ ら に 、 ア イ ヌ 社 会 は 基 本 的 に 非 文 字 社 会 で あ っ た た め 、 そ の 歴

史 記 述 は ア イ ヌ 以 外 の 人 々 が 残 し た 文 字 資 料 等 に 依 ら ざ る を 得 な か っ

た こ と 、 ま た 、 ア イ ヌ に 伝 わ る ユ カ ラ （ 英 雄 叙 事 詩 ） な ど 様 々 な 口 承

文 芸 の 価 値 に つ い て 必 ず し も 歴 史 的 史 料 と し て の 正 当 な 評 価 が な さ れ

て い な か っ た 事 情 も あ げ ら れ る 。   

こ う し た 事 情 は 、 客 観 的 な 歴 史 の 記 述 に と っ て 大 き な 障 害 と な る 。  

し か し な が ら 、 そ う し た 条 件 下 に あ っ て も 、 ア イ ヌ の 歴 史 と 文 化 を 我

が 国 の 歴 史 と 文 化 の 中 で 確 実 に 把 握 し 、 客 観 的 に 記 述 す る こ と は 日 本

の 多 文 化 社 会 性 を 理 解 す る 上 で 肝 要 で あ る 。  

今 後 の ア イ ヌ 政 策 を 考 え る に あ た っ て も 、 歴 史 と 正 面 か ら 向 き 合

う こ と は 不 可 欠 で あ る 。 そ の よ う な 思 い か ら 、 以 下 で は 、 ま ず 、 現 時

点 で の 知 見 に 基 づ き 、 ア イ ヌ の 歴 史 を 振 り 返 る こ と と す る 。  

 

(1) ア イ ヌ の 人 々 に つ な が る 歴 史 や 文 化 （ 旧 石 器 ～ 中 世 ）  

現 今 の 科 学 的 知 見 に よ れ ば 、 北 海 道 に 人 類 が 住 み 始 め た の は ２ 万

数 千 年 前 と さ れ 、 歴 史 的 に は 旧 石 器 時 代 に 属 す る 。 当 時 の 気 温 は 現

在 よ り ７ ～ ８ 度 も 低 く 、 北 海 道 を 含 む 日 本 列 島 は 陸 続 き で あ っ た が 、

気 候 の 温 暖 化 に 伴 っ て 海 面 が 上 昇 し 、 １ 万 ２ 千 年 前 に は 北 海 道 、 本

州 、 四 国 、 九 州 な ど そ れ ぞ れ 独 立 し た 島 々 が 形 成 さ れ る よ う に な っ

た 。 こ の こ ろ に は 、 北 海 道 で も 土 器 作 り が 始 ま り 、 い わ ゆ る 縄 文 文

化 の 時 代 に 入 っ た 。 な お 、 人 類 学 的 な 研 究 に よ っ て 、 ア イ ヌ の 持 つ

形 質 や 遺 伝 的 な 特 徴 の 中 に は 、 縄 文 時 代 ま で 遡 る も の が あ る こ と が
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明 ら か に な っ て い る 。  

さ ら に 、 遅 く と も ２ 千 ５ 百 年 前 に は 大 陸 か ら 日 本 列 島 の 一 部 に 稲

作 と 金 属 器 が 伝 わ り 、 弥 生 文 化 の 時 代 に 移 っ た が 、 寒 冷 な 北 海 道 で

は 稲 作 は 広 が ら ず 、 狩 猟 、 漁 撈 、 採 集 を 中 心 と す る 独 自 の 続 縄 文 文

化 が ６ 世 紀 こ ろ ま で 続 く こ と と な っ た 。  

７ 世 紀 に 入 る と 、 本 州 文 化 や 北 方 文 化 の 影 響 を 受 け つ つ も 、 独 特

の 土 器 文 様 を 描 く 擦
さ つ

文
も ん

土 器 に 代 表 さ れ る 擦 文 文 化 の 時 代 が 北 海 道 で

始 ま る 。 こ の 時 代 、 日 本 の 東 北 部 に 住 み 中 央 政 権 に 帰 属 し な い 人 々

は 「 蝦 夷 」（ え み し ） と 呼 ば れ て い た が 、 そ こ に ア イ ヌ が 含 ま れ て

い た か ど う か に つ い て は な お 議 論 が あ る 。 た だ し 、「 日 本 書 紀 」 等

に は 、 ア イ ヌ 語 で 解 釈 で き る 「 蝦 夷 」 の 人 名 や 東 北 地 方 の 地 名 が 記

さ れ て い る な ど 、 言 語 学 的 に は ア イ ヌ と の つ な が り を 見 る こ と が で

き る 。 そ の 後 、 12～ 13 世 紀 こ ろ に 、 日 本 海 沿 岸 交 易 の 発 展 に 伴 い

鉄 製 品 や 漆 器 が 入 る よ う に な っ て 、 土 器 は 作 ら れ な く な り 、 擦 文 文

化 は 終 わ っ た と 考 え ら れ て い る 。  

こ の 擦 文 文 化 期 の 中 で 現 在 に 認 識 さ れ る か た ち で の ア イ ヌ の 文 化

の 原 型 が み ら れ 、 そ れ に 続 く 13～ 14 世 紀 こ ろ に か け 、 狩 猟 、 漁 撈 、

採 集 を 中 心 に 一 部 に は 農 耕 を 行 う 生 活 の 中 で 自 然 と の か か わ り が 深

く 、 海 を 渡 っ て 交 易 を 盛 ん に 行 う ア イ ヌ の 文 化 の 特 色 が 形 成 さ れ て

い く 。 そ し て 、 大 陸 を は じ め 樺 太 か ら 蝦 夷
え ぞ

錦
にしき

（ 絹 製 品 ） や ガ ラ ス

玉 な ど 絢 爛 た る 装 飾 品 等 が も た ら さ れ る こ と と な っ た 。  

な お 、 ５ ～ ６ 世 紀 こ ろ か ら 、 オ ホ ー ツ ク 海 沿 岸 を 中 心 に 、 漁 撈 や

海 獣 猟 を 行 い 、 独 自 の 土 器 を 用 い 、 ク マ に 対 す る 信 仰 な ど を 有 す る

大 陸 的 な 色 彩 が 強 い オ ホ ー ツ ク 文 化 が 広 が っ て い た 。 オ ホ ー ツ ク 文

化 は 、 や が て 擦 文 文 化 と 融 合 し ９ 世 紀 こ ろ に 終 末 を 迎 え る が 、 そ の

後 に 形 成 さ れ る ア イ ヌ の 文 化 に は 、 信 仰 な ど の 面 に お い て オ ホ ー ツ

ク 文 化 か ら の 影 響 が み ら れ る 。  

 

(2) 「 異 文 化 び と 」 と 「 和 人 」 の 接 触 ～ 交 易 （ 中 世 ）  

鎌 倉 時 代 に 入 る と 、 い わ ゆ る 「 和 人 」（ 以 下 で は 、 ア イ ヌ と の 関
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係 に お い て 、 当 時 日 本 人 と さ れ て い た 人 を 指 す 歴 史 用 語 と し て 用 い

る 。 歴 史 的 経 緯 に 則 し て 近 代 に も 用 い る ） が 、 北 海 道 （ 当 時 、 蝦 夷

カ 千 島 あ る い は 夷 島
えぞがしま

と 呼 ば れ て い た ） と の 交 易 を 盛 ん に 行 う よ う に

な っ て い く 。 室 町 時 代 に 入 る と 、「 諏 訪
す わ

大 明 神
だいみょうじん

絵 詞
え こ と ば

」 と い う 書 物 の

中 に 、 蝦 夷 カ 千 島 の 住 人 の 中 に は 何 度 通 訳 を 重 ね て も 言 葉 の 通 じ な

い 人 々 が い る と 記 述 さ れ て い る が 、 こ の 言 葉 の 通 じ な い 「 異 文 化 び

と 」 と 見 ら れ て い た の が 、 後 に 「 蝦 夷 」（ え ぞ ） と 呼 ば れ た ア イ ヌ

の 人 々 で あ る 。  

15 世 紀 半 ば に は 、 渡 島 半 島 の 沿 岸 に 和 人 の 拠 点 （ 館
た て

） が １ ２ ヶ

所 築 か れ て い た 。 こ の 館 主
た て ぬ し

た ち は 、 先 住 し て い た ア イ ヌ の 人 々 と 交

易 を 行 い 当 初 は 相 互 に 拮 抗 を 保 っ て い た が 、 交 易 の 拡 大 に 伴 い 和 人

の 居 住 地 が 次 第 に 拡 大 し 、 や が て 様 々 な 抗 争 が 起 き る よ う に な っ た 。  

 

①  コ シ ャ マ イ ン の 戦 い （ 1457 年 ）  

現 在 の 函 館 付 近 で 、 ア イ ヌ の 青 年 が 和 人 の 鍛 冶 に 注 文 し た 小 刀

（ マ キ リ ） の こ と で 言 い 争 い と な り 、 和 人 の 鍛 冶 が ア イ ヌ の 青 年 を

刺 し 殺 し た こ と に 端 を 発 し て 、 ア イ ヌ と 和 人 間 で 戦 い が 起 こ っ た 。

コ シ ャ マ イ ン と い う 長 （ お さ ） に 率 い ら れ た ア イ ヌ の 人 々 が 和 人 の

12 の 館 の う ち 10 館 を 攻 め 落 と し 、 戦 い は ア イ ヌ 優 勢 の う ち に 推 移

し た が 、 コ シ ャ マ イ ン の 死 に よ っ て 終 結 し た 。 こ れ は 和 人 と ア イ ヌ

の 初 め て の 大 規 模 な 武 力 衝 突 で あ っ た 。  

 

②  抗 争 の 終 結  

コ シ ャ マ イ ン の 戦 い 以 後 、 断 続 的 に ア イ ヌ と 和 人 と の 衝 突 が 起 こ

る 。 当 時 、 ア イ ヌ の 勢 力 は 強 大 で 、 抗 争 は 長 期 に 及 ん だ が 、 道 南 の

和 人 勢 力 を 統 一 し た 蠣 崎
か き ざ き

氏 は 、 16 世 紀 半 ば に ア イ ヌ と 講 和 し 、 諸

国 か ら 来 る 商 人 か ら 徴 収 し た 税 の 一 部 を セ タ ナ イ （ 瀬 棚 ） と シ リ ウ

チ （ 知 内 ） の ア イ ヌ の 長 に 分 配 す る こ と と し た 。 こ の 講 和 に よ り 、

ア イ ヌ と 和 人 の 間 の 抗 争 は 終 結 し 、 平 和 が 訪 れ 、 ア イ ヌ の 文 化 の 中

に 多 く の 和 人 の 品 物 が 持 ち 込 ま れ 、 和 人 の 側 に も 数 多 く の ア イ ヌ の
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品 物 が 入 り 込 む よ う に な っ た 。 こ の 時 期 の ア イ ヌ の 人 々 は 、 和 人 と

の 関 係 に お い て 生 産 者 で あ り 交 易 者 で あ っ た 。  

 

(3) 過 酷 な 労 働 生 産 の 場 （ 近 世 ）  

 蠣 崎 氏 は 1593 年 に 豊 臣 秀 吉 か ら 朱 印 状 を 受 け 、 松 前 に 集 ま る

人 々 の 取 締 り と 税 を 取 り 立 て る 権 利 を 認 め ら れ た 。 そ の 後 、 氏 を 松

前 に 改 め 、 1604 年 に は 徳 川 家 康 か ら 黒 印 状 を 受 け 、 ア イ ヌ の 人 々

と の 交 易 の 独 占 権 を 与 え ら れ る こ と と な っ た 。  

 こ れ に よ り 、 徐 々 に ア イ ヌ の 社 会 は 、 和 人 の 経 済 社 会 に 取 り 込 ま

れ て い っ た 。  

 

①  商 場
あきないば

知 行 制
ち ぎ ょ う せ い

 

 松 前 藩 は 、 和 人 が 居 住 す る 地 域 を 和 人 地
わ じ ん ち

（ 渡 島 半 島 南 端 。 函 館 、

松 前 を 中 心 と し た 地 域 ）、 そ の 他 の 地 域 を 蝦 夷 地
え ぞ ち

（ 注 ） と し て 区 分

し た 。 蝦 夷 地 は ア イ ヌ の 人 々 が 生 活 で き る 区 域 で あ り 、 松 前 藩 の

許 可 な く 和 人 が 出 入 り す る こ と は 禁 じ ら れ た 。  

ま た 、 蝦 夷 地 で は 稲 作 が で き な か っ た た め 、 松 前 氏 は 家 臣 に 対

し 、 他 藩 の 米 の 石 高 制 に よ る 知 行 （ 所 領 支 配 権 ） の 替 わ り と し て 、

上 級 家 臣 に 蝦 夷 地 の 海 岸 を い く つ か の 場 所 （ 商 場 と も 呼 ば れ て い

た ） に 区 分 し 、 ア イ ヌ の 人 々 と の 交 易 の 独 占 権 を 知 行 と し て 与 え

た 。 こ れ ら の 場 所 は 、 ア イ ヌ の 数 集 落 毎 に 占 有 さ れ て い た 狩 漁 域

（ イ オ ル ） を 基 礎 と し て 定 め ら れ た 。 知 行
ち ぎ ょ う

主
ぬ し

は 、 場 所 の ア イ ヌ の

人 々 が 必 要 と す る 酒 や 米 な ど の 品 物 を 本 州 か ら 仕 入 れ 、 獣 皮 や

干 鮭
か ら ざ け

な ど の 蝦 夷 地 の 産 物 と 交 換 し 、 そ れ を 城 下 に 集 ま る 商 人 に 販

売 す る こ と に よ っ て 利 益 を 得 る こ と と な る 。 こ の 制 度 は 後 に 「 商

場 知 行 制 」 と 呼 ば れ る こ と に な る が 、 こ れ に よ り ア イ ヌ の 人 々 は

和 人 と の 交 易 へ の 依 存 が 進 む こ と と な り 、 和 人 の 経 済 社 会 の 中 に

取 り 込 ま れ て い く 結 果 を も た ら し た 。 同 時 に 、 ア イ ヌ の 人 々 は 、

知 行 主 が 各 場 所 に 遣 わ す 船 を 除 い て 、 和 人 と の 交 易 が 禁 じ ら れ た 。  
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（ 注 ） 現 在 の 北 海 道 全 域 を 指 す 表 現 と し て も 用 い ら れ る 。  

 

②  シ ャ ク シ ャ イ ン の 戦 い （ 1669 年 ）  

17 世 紀 半 ば 、 イ オ ル を め ぐ る ア イ ヌ 同 士 の 争 い が も と で は あ

っ た が 、 シ ブ チ ャ リ （ 静 内 ） の シ ャ ク シ ャ イ ン と い う 長 が 、 ア イ

ヌ の 人 々 を 結 集 し 、 各 地 で 和 人 の 商 船 を 襲 う な ど 、 松 前 藩 に 対 し

て 大 き な 戦 い を 起 こ し た 。 こ の 背 景 は 、 交 易 の 交 換 比 率 の 改 悪 や

自 由 な 交 易 活 動 の 制 限 な ど 様 々 に 語 ら れ て い る 。  

戦 い 自 体 は 、 シ ャ ク シ ャ イ ン が 和 平 協 議 の 場 に お い て 殺 さ れ た

こ と に よ り 鎮 静 化 し た が 、 こ れ を 契 機 に ア イ ヌ と 松 前 氏 と の 関 係

は 、 交 易 や 数 々 の 労 役 の 負 荷 な ど に お い て 松 前 氏 に 有 利 な も の と

な り 、 こ れ に 伴 い 和 人 の 勢 力 が 伸 張 し た 。 こ の 戦 い は 、 近 世 最 大

の ア イ ヌ の 蜂 起 で あ っ た 。  

 

③  場 所
ば し ょ

請 負 制
う け お い せ い

 

18 世 紀 に 入 る と 、 場 所 に お け る 交 易 に 商 人 が 参 加 し 、 知 行 主

に 一 定 の 上 納 金 を 納 付 し て 交 易 を 請 負 う よ う に な っ て い く 。 こ れ

を 蝦 夷 地 特 有 の 「 場 所 請 負 制 」 と い い 、 場 所 を 請 負 う 商 人 を 場 所

請 負 人 、 上 納 金 を 運 上
うんじょう

金
き ん

、 交 易 所 を 運
う ん

上 屋
じ ょ う や

（ ま た は 会 所 ） と 呼 び 、

18 世 紀 の 半 ば に は ほ と ん ど の 場 所 が こ の 形 態 に 移 行 し て い っ た 。  

場 所 請 負 人 は 、 場 所 に 支 配 人 （ 運 上 屋 の 責 任 者 ）、 通 辞
つ う じ

（ ア イ

ヌ 語 の 通 訳 ）、 帳 役
ちょうやく

（ 出 納 役 ）、 番 人 （ 漁 場 に 設 け ら れ た 番 屋 と 呼

ば れ る 作 業 所 の 管 理 役 ） な ど の 使 用 人 を 置 き 交 易 を 行 っ た 。 最 初

の う ち は 知 行 主 と 同 様 に 交 易 に よ る 利 潤 を 目 的 と し て い た が 、 や

が て 、 商 人 自 ら が 、 利 益 を 増 加 さ せ る た め 漁 場 を 経 営 す る よ う に

な っ て い く 。 場 所 請 負 人 が 新 た な 漁 場 の 開 拓 、 漁 獲 法 の 改 良 、 経

営 組 織 の 整 備 を 行 い 、 ア イ ヌ の 人 々 は 漁 業 に 従 事 さ せ ら れ る 労 働

力 と な っ た 。 漁 獲 物 の う ち 、 た と え ば 鰊
にしん

は 京 坂 や 江 戸 近 郊 を 中

心 に 商 品 作 物 （ 綿 や 藍 な ど ） や 新 田 開 発 の 肥 料 な ど に 利 用 さ れ 、

昆 布 や 煎 海 鼠
い り こ

、 干 鮑 な ど は 中 国 と の 貿 易 に 必 要 な 長 崎 俵 物 な ど に
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利 用 さ れ た 。 そ れ ら の 需 要 の 拡 大 に 伴 っ て ア イ ヌ の 人 々 の 労 働 は

過 酷 な も の と な っ て い く 。  

も と も と ア イ ヌ の 社 会 の 基 本 単 位 は コ タ ン （ 集 落 、 村 落 ） と い

わ れ 、 初 期 の 形 態 は 血 縁 の 長 （ コ タ ン コ ロ ク ル ） が 治 め る 小 規 模

な も の （ ５ ～ ８ 戸 程 度 ） で あ っ た が 、 場 所 請 負 制 の 下 で 、 和 人 の

強 制 に よ り 数 コ タ ン が 運 上 屋 や 番 屋 の 下 に ま と め ら れ 、 や が て 、

数 十 戸 ほ ど の 規 模 と な っ た 。 そ こ で は 、 和 人 の 意 向 を 伝 達 し や す

く す る た め 、 コ タ ン コ ロ ク ル 制 を 実 質 的 に 廃 止 し 、 乙 名
お と な

・ 小 使
こ づ か い

・

土 産 取
み や げ と り

と い っ た 役 土 人
や く ど じ ん

制 が と ら れ た 。 こ の 役 土 人 制 に よ り ア イ ヌ

は 完 全 に 和 人 の 支 配 下 に 入 り 、 労 働 力 を 搾 取 さ れ る 存 在 と な っ て

い く 。  

漁 場 労 働 の 対 価 は 米 な ど の 品 物 で あ っ た が 、 徐 々 に 量 が 減 ら さ

れ 、 劣 悪 な 品 物 が 渡 さ れ る よ う に な り 、 ア イ ヌ の 人 々 の 生 活 は 貧

窮 を 余 儀 な く さ れ て い っ た 。 ま た 、 支 配 人 や 通 辞 、 番 人 な ど の 行

動 は 横 暴 を 極 め 、 ア イ ヌ の 人 々 の 尊 厳 を 著 し く お と し め た 。  

ア イ ヌ の 側 も 、 過 酷 な 労 働 な ど に 対 抗 し 武 装 蜂 起 を 起 こ し て 抵

抗 し た 。 ま た 、 当 時 、 和 人 側 は 、 ア イ ヌ の 人 々 が 窮 状 を 幕 府 に 訴

え な い よ う に す る た め 、 日 本 語 を 教 え な い よ う に し て い た が 、 一

部 の ア イ ヌ の 人 々 は 日 本 語 を 学 ん で 窮 状 を 幕 府 の 役 人 に 訴 え よ う

と 試 み た 。 し か し な が ら 状 況 は 全 般 的 に 改 善 さ れ ず 、 ア イ ヌ は 次

第 に 疲 弊 し て い っ た 。  

こ の よ う な 中 に あ っ て も 、 ア イ ヌ の 人 々 の 狩 漁 域 で あ る イ オ ル

の 境 界 を め ぐ る 争 い な ど は 、 商 人 の 意 向 が 強 く 作 用 す る 場 合 も あ

っ た と は い え 、 ア イ ヌ の 人 々 の 間 の 交 渉 に よ り 解 決 さ れ て い た 。

ま た 、 ア イ ヌ の 人 々 は ア ッ ト ゥ シ （ オ ヒ ョ ウ の 内 皮 の 繊 維 で 織 っ

た 衣 服 ） や チ カ ル カ ル ペ （ 木 綿 の 布 を 使 っ て 作 っ た 衣 服 ） に 代 表

さ れ る 衣 服 、 独 自 の 芸 術 性 を も つ ア イ ヌ 文 様 を 施 し た イ ク パ ス イ

（ お 酒 を 神 に 捧 げ る ヘ ラ ） な ど の 木 彫 り や 刺 繍 な ど 優 れ た 工 芸 品

を 作 り 上 げ て い く 。 そ し て ム ッ ク リ （ 口 琴 ） や ト ン コ リ （ 弦 楽

器 ） な ど の 楽 器 、 ユ カ ラ な ど に 見 ら れ る 口 承 文 芸 や 民 族 舞 踊 、 天
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地 万 物 に 霊 性 を 認 め て 自 然 と の 共 生 を 図 る 思 想 、 さ ら に は 、 イ チ

ャ ル パ （ 先 祖 供 養 ）、 イ オ マ ン テ （ 熊 送 り 儀 礼 ） に 代 表 さ れ る 伝

統 的 儀 礼 を 発 展 さ せ る な ど 、 ア イ ヌ の 文 化 の 特 色 と い わ れ る 多 く

の 要 素 が 伸 長 し 独 自 の 力 強 さ も 見 ら れ た 。  

 

④  ク ナ シ リ ・ メ ナ シ の 戦 い （ 1789 年 ）  

17 世 紀 半 ば の シ ャ ク シ ャ イ ン の 戦 い の 当 時 、 ク ナ シ リ （ 国 後

島 ） や メ ナ シ 地 方 （ 根 室 、 標 津 を 中 心 と し た 北 海 道 東 部 ） で は ア

イ ヌ が 依 然 と し て 強 い 勢 力 を 保 っ て い た 。 し か し 、 18 世 紀 に 入

り 和 人 が 進 出 し 交 易 が 開 始 さ れ る と 、 こ の 地 で も 、 過 酷 な 漁 場 労

働 が 強 い ら れ る よ う に な り 、 貧 窮 化 が 進 ん で い く 。 や が て 、 ク ナ

シ リ や メ ナ シ の ア イ ヌ は 和 人 に 対 し て 蜂 起 し 、 運 上 屋 、 番 屋 、 商

船 な ど を 次 々 に 襲 っ た が 、 最 終 的 に は 降 伏 し て 戦 い は 収 束 し た 。

こ れ を 最 後 に 北 海 道 全 域 で 、 ア イ ヌ の 組 織 だ っ た 武 力 抵 抗 は 見 ら

れ な く な っ た 。  

 

⑤  ロ シ ア の 南 下 政 策 と 国 境 画 定  

 15 世 紀 の 大 航 海 時 代 に 始 ま る ヨ ー ロ ッ パ 諸 国 の 世 界 進 出 は 、

日 本 に も 否 応 な し に 大 き な 影 響 を 与 え た 。 当 初 は こ れ に 比 較 的 柔

軟 に 対 応 し て い た 江 戸 幕 府 は 、 や が て 鎖 国 政 策 に 踏 み 切 っ た 。 し

か し 19 世 紀 に 入 る と 、 ロ シ ア を 混 じ え た 欧 米 列 強 の 勢 力 争 い は 、

中 国 を 越 え て 日 本 に も 及 ぶ よ う に な る 。  

18 世 紀 末 、 蝦 夷 地 の 近 海 に は 、 フ ラ ン ス や イ ギ リ ス な ど の 外

国 船 が 姿 を 見 せ る よ う に な っ て い た 。 中 で も 東 部 に 向 か っ て 領 土

を 拡 大 し つ つ あ っ た ロ シ ア は 、 18 世 紀 中 ご ろ に は 千 島 列 島 に 達

し 、 ラ ッ コ 猟 や 千 島 ア イ ヌ の 人 々 と の 交 易 を 行 う よ う に な っ て い

た 。 鎖 国 体 制 に あ っ た 幕 府 は 、 千 島 列 島 か ら 蝦 夷 地 へ と 南 下 す る

ロ シ ア へ の 脅 威 か ら 、 1807 年 蝦 夷 地 を 直 轄 地 と し 対 外 的 な 備 え

を 固 め て い く 。  

ま ず 、 1799 年 、 東 蝦 夷 地 （ 松 前 か ら 見 て 東 、 知 床 岬 ま で の お
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お よ そ 北 海 道 の 南 半 分 ） に お い て 、 幕 府 は 場 所 の 経 営 を 直 営 化 し

請 負 人 の 不 正 を 排 除 し た 。 こ れ に よ り ア イ ヌ の 人 々 の 労 働 状 況 等

は 改 善 さ れ る こ と と な っ た 。 ま た 、 要 所 に 兵 を 配 置 し 万 一 に 備 え

る と と も に 交 通 網 も 整 備 し た 。 し か し 、 1807 年 に 西 蝦 夷 地 （ 松

前 か ら 見 て 西 、 知 床 岬 ま で の お お よ そ 北 海 道 の 北 半 分 ） を 直 轄 し

た 際 に は 、 資 金 的 な 事 情 な ど か ら 幕 府 は 場 所 請 負 制 を 存 続 し て い

る 。 一 時 緊 張 の 高 ま っ た ロ シ ア と の 関 係 が 、 ナ ポ レ オ ン 戦 争 の 影

響 な ど か ら 急 速 に 緩 和 し て い く と 、 幕 府 は 東 蝦 夷 地 に お い て も 場

所 請 負 制 を 全 面 的 に 復 活 さ せ 、 守 備 兵 も 漸 次 縮 小 さ せ て い っ た 。

や が て 、 幕 府 は 蝦 夷 地 の 直 轄 を 止 め 、 松 前 氏 が 復 領 す る こ と と な

る 。  

1821 年 蝦 夷 地 が 再 び 松 前 領 に な る と 、 幕 府 直 轄 時 代 に 改 善 さ

れ た ア イ ヌ の 人 々 の 労 働 状 況 等 は 再 び 過 酷 と な っ た 。 奥 地 の コ タ

ン に 住 む 働 け る ア イ ヌ の 人 々 を 海 岸 近 く の 番 屋 の 下 に 集 め 長 年 に

わ た り 過 酷 な 漁 場 労 働 に 従 事 さ せ た り し た た め 、 コ タ ン に は 老

人 ・ 幼 児 ・ 病 人 の み が 残 さ れ て 生 活 に 貧 窮 す る こ と も あ っ た と い

わ れ る 。  

ま た 、 出 稼 人 （ 和 人 地 か ら 蝦 夷 地 に 漁 な ど に 出 る 和 人 ） の 増 加

な ど に よ り 和 人 と の 接 触 の 機 会 が 増 え 、 新 た に も た ら さ れ た 疱 瘡

な ど の 疾 病 が ア イ ヌ の 人 口 を 激 減 さ せ た 。  

19 世 紀 半 ば に な る と 再 び 蝦 夷 地 近 海 に 外 国 船 が 出 没 し 、 ア メ

リ カ や ロ シ ア の 使 節 が 和 親 通 商 な ど を 求 め た 結 果 、 1854 年 の 日

米 和 親 条 約 で 函 館 の 開 港 が 約 束 さ せ ら れ る 。 ま た 、 1855 年 の 日

魯 通 好 条 約 に よ り 日 本 と ロ シ ア 二 国 間 の 国 境 が 確 認 さ れ た 。  

幕 府 は 、 ロ シ ア と の 交 渉 に 際 し 、 ア イ ヌ の 人 々 は 日 本 に 所 属 す

る 人 民 で あ り 、 ア イ ヌ の 人 々 の 居 住 地 は 日 本 の 領 土 で あ る と 主 張

し た 。 協 議 の 結 果 、 日 魯 通 好 条 約 で は 、 択 捉 以 南 の 諸 島 を 日 本 領

と し 、 北 蝦 夷 地 （ 樺 太 ） は 国 境 を 設 け ず 、 こ れ ま で ど お り 両 国 民

の 混 在 の 地 と す る こ と が 合 意 さ れ た 。 国 際 社 会 の 圧 力 の 下 で 国 家

の 近 代 化 を 進 め た 日 本 に と っ て 、 諸 外 国 と 自 ら の 領 域 的 境 界 を 国
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際 的 に 定 め る こ と は 避 け る こ と の で き な い 過 程 で あ っ た 。 し か し 、

こ の 過 程 は 、 ア イ ヌ の 人 々 の 意 に 関 わ ら ず 行 わ れ 、 北 海 道 は も と

よ り 千 島 や 樺 太 に 住 む 人 々 の 生 活 に 直 接 影 響 す る も の で も あ っ た 。  

そ し て 、 幕 府 は 北 辺 防 備 の 必 要 か ら 蝦 夷 地 を 再 び 直 轄 地 と し 、

奥 羽 地 方 の 諸 藩 を 警 備 に あ た ら せ た 。 幕 府 は 、 労 働 対 価 な ど の 品

物 の 品 質 や 数 量 に つ い て 、 請 負 人 が 不 正 を は さ む 余 地 を な く す な

ど 、 そ れ ま で の 弊 害 の 改 善 に 努 め た 。 ま た 、「 異 文 化 び と 」 と し

て 「 蝦 夷
え ぞ

」、「 夷 人
え ぞ じ ん

」 と 呼 ん で い た ア イ ヌ の こ と を 、 当 時 「 そ の 土

地 の 人 、 土 着 の 人 」 と い う 意 味 を 有 し て い た 「 土 人 」 と 呼 ぶ よ う

に 改 め 、 彼 ら の 内 国 民 化 を 進 め た 。 さ ら に 、 髪 形 や 名 前 な ど を 和

人 風 に 改 め る 改 俗 策 も 進 め た が 、 こ れ は 、 ア イ ヌ か ら 大 き な 反 発

を 受 け 徹 底 さ れ な か っ た 。  

 

(4) ア イ ヌ の 文 化 へ の 深 刻 な 打 撃 （ 近 代 ）  

明 治 維 新 直 後 の 明 治 ２ （ 1869） 年 、 蝦 夷 地 一 円 は 北 海 道 と 改 称 さ

れ る と と も に 、 日 本 の 他 の 地 域 と 同 じ く 「 国 郡 制 」 が 導 入 さ れ 、 北

海 道 は 明 治 政 府 の 統 治 下 に 置 か れ る 。 こ れ に よ り 蝦 夷 地 の 内 国 化 が

図 ら れ 、 大 規 模 な 和 人 の 移 住 に よ る 北 海 道 開 拓 が 進 め ら れ る こ と に

な っ た 。  

北 海 道 開 拓 は 、 日 本 が 欧 米 列 強 の 脅 威 に 晒 さ れ る 中 、 北 辺 の 守 り

を 固 め 近 代 国 家 を 建 設 し 自 主 独 立 の 道 を 歩 も う と す る 明 治 政 府 に と

っ て 急 務 で あ っ た 。 こ う し た 状 況 下 で 、 移 民 と し て 海 を 渡 り 、 郷 里

と は 異 な る 厳 し い 自 然 条 件 の 中 で 、 道 を つ く り 田 畑 を 切 り 開 い た

人 々 が 日 本 の 近 代 化 や 北 海 道 開 拓 に 果 た し た 役 割 は 大 き い 。  

他 方 、 日 本 列 島 北 部 周 辺 、 と り わ け 北 海 道 に 先 住 し 、「 異 文 化 び

と 」 で あ っ た ア イ ヌ の 人 々 は 、 戸 籍 法 の 制 定 に 伴 い そ の 意 に 関 わ ら

ず 「 平 民 」 に 編 入 さ れ た が 、 開 拓 使 の 通 達 に よ り 区 別 が 必 要 な 場 合

は 「 旧 土 人 」 と す る こ と と さ れ た 。  
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①  場 所 請 負 制 廃 止 と 自 由 競 争  

明 治 政 府 は 、 明 治 ２ （ 1869） 年 に 場 所 請 負 制 を 廃 止 し た 。 こ れ

に よ り ア イ ヌ の 人 々 は 過 酷 な 労 働 か ら 解 放 さ れ た が 、 結 果 的 に 、

雇 用 者 ・ 物 資 の 供 給 者 を 失 い 、 言 語 の 異 な る 圧 倒 的 多 数 の 和 人 と

の 自 由 競 争 に 晒 さ れ る こ と と な っ た 。  

明 治 政 府 は 、 当 分 の 間 、 場 所 請 負 人 を 漁 場 持
ぎ ょ ば も ち

と 称 さ せ 従 前 と 同

様 に 漁 業 に 従 事 さ せ た が 、 明 治 ９ （ 1876） 年 に は 廃 止 し た 。 そ の

後 は 、 場 所 に よ っ て は 元 請 負 人 や 支 配 人 に 資 金 を 貸 し 与 え て 漁 業

を 経 営 さ せ 、 ア イ ヌ の 人 々 の 授 産 ・ 保 護 を 行 わ せ た が 、 こ れ は 過

渡 的 措 置 に 過 ぎ な か っ た 。  

 

②  文 明 開 化 と ア イ ヌ の 文 化 へ の 打 撃  

文 明 開 化 の 流 れ の 中 、 明 治 政 府 は 、 日 本 全 土 の 「 陋 習 」 を 廃 止

し て い く 。 そ こ で は 、 民 族 性 の 異 な る ア イ ヌ の 文 化 の 独 自 性 は 留

意 さ れ ず 、「 陋 習 」 な ど と み な さ れ て 制 限 あ る い は 禁 止 さ れ て い

っ た 。  

ア イ ヌ の 社 会 で は 当 然 の こ と で あ っ た 、 死 者 に 持 た せ る 意 味 で

家 を 焼 く 風 習 は も と よ り 、 成 人 女 性 の 証 し と さ れ て い た 入 墨 や 男

子 の 耳 環
み み わ

も 禁 止 さ れ 、 違 反 す る 者 に は 厳 重 な 処 分 を す る よ う 通 達

が 出 さ れ た 。  

ま た 、 ア イ ヌ 語 に つ い て は 禁 止 さ れ た 訳 で は な か っ た が 、 文 字

も 含 め て 日 本 語 を 学 ぶ こ と が 推 奨 さ れ た 。 明 治 後 半 に は 和 人 の 子

弟 と は 別 学 を 原 則 と す る 「 土 人 学 校 」 な ど と 呼 ば れ た 学 校 が 設 置

さ れ 、 ア イ ヌ の 子 弟 の 就 学 率 の 向 上 は 見 ら れ た が 、 授 業 で は 自 ら

の 親 や 祖 父 母 が 受 け 継 い で き た 言 葉 で は な い 日 本 語 の 習 得 が 優 先

さ れ た 。 ア イ ヌ の 人 々 の 家 族 の 中 で も ア イ ヌ 語 が 使 わ れ る 機 会 が

減 り 、 今 日 の 言 語 存 続 の 危 機 を 招 く 契 機 と な っ た 。  

こ う し た い わ ゆ る 同 化 政 策 は 基 本 的 に は ア イ ヌ の 人 々 の 教 化 政

策 と し て 行 わ れ た が 、 結 果 的 に 、 民 族 独 自 の 文 化 が 決 定 的 な 打 撃

を 受 け る こ と に つ な が っ た と い わ ざ る を 得 な い 。  
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③  近 代 的 土 地 所 有 制 度 の 導 入 と ア イ ヌ の 人 々  

ま た 、 明 治 政 府 は 、 全 国 的 に 租 税 制 度 を 確 立 す る た め 、 北 海 道

に お い て も 近 代 的 な 土 地 所 有 制 度 を 導 入 す る 。 こ の 中 で 従 来 ア イ

ヌ の 人 々 が 狩 猟 、 漁 撈 、 採 集 を 行 っ て い た 土 地 に つ い て も 、 持 ち

主 を 明 ら か に し て 売 払 い を 進 め よ う と し た 。 当 時 、 ア イ ヌ の 人 々

で 文 字 を 理 解 す る 人 は ご く 少 数 で あ り 、 イ オ ル と し て 集 団 的 な 土

地 利 用 は あ っ た も の の 近 代 的 な 意 味 で の 個 人 的 な 土 地 所 有 の 観 念

が な か っ た た め 、 ア イ ヌ の 人 々 で 所 有 権 を 取 得 し た 人 は ほ と ん ど

い な か っ た 。 や が て 移 住 者 で あ る 和 人 の 増 加 に 伴 い 、 ア イ ヌ の

人 々 は 狩 猟 、 漁 撈 、 採 集 な ど の 場 を 失 っ て い く 。 中 に は 、 和 人 の

移 住 に 伴 う 区 画 割 や 市 街 地 の 形 成 の 際 な ど に ア イ ヌ の 人 々 を 移 住

さ せ た 例 も 見 ら れ る 。  

<地 所
じ し ょ

規 則 ・ 北 海 道 土 地 売
ば い

貸
た い

規 則 > 

明 治 ５ （ 1872） 年 に 制 定 さ れ た 地 所 規 則 ・ 北 海 道 土 地 売 貸 規 則

で は 、 北 海 道 の 土 地 は 官 用 地 並 び に 従 前 民 間 で 拝 借 使 用 中 の 土 地

を 除 い て す べ て 官 に お い て 民 間 の 希 望 者 に 売 り 払 う こ と と さ れ た 。  

こ の 規 則 の 中 で 、「 従 来 土 人 等 （ ア イ ヌ の 人 々 ） が 狩 猟 、 漁 撈 、

伐 木 に 使 用 し て き た 土 地 で あ っ て も 、 人 跡 の 隔 絶 し た 土 地 を 除 き

す べ て の 土 地 の 所 有 区 分 を 明 ら か に す る 」 旨 規 定 さ れ 、 ア イ ヌ の

人 々 の 使 用 し て い た 土 地 に つ い て も 新 た に 所 有 権 を 設 定 し 、 付 与

す る こ と と な っ た 。  

し か し 、 申 請 に 必 要 な ア イ ヌ の 人 々 の 戸 籍 の 完 成 が 明 治 ９

（ 1876） 年 こ ろ で あ っ た こ と 、 上 述 の よ う に ア イ ヌ の 人 々 に は 、

近 代 的 な 意 味 で の 個 人 的 な 土 地 所 有 の 観 念 が な か っ た こ と 、 文 字

を 理 解 す る 人 は ご く 少 数 （ 注 ） で あ っ た こ と な ど か ら 、 こ の 規 則

に よ り 所 有 権 を 取 得 し た ア イ ヌ の 人 は ほ と ん ど い な か っ た 。  

 

（ 注 ） 大 正 ５ （ 1916） 年 の 調 査 で 見 て も 、 日 本 語 の 文 字 を 理 解 で

き る ア イ ヌ の 人 は 、 お よ そ 30％ （ 40 歳 以 上 に 限 れ ば ３ ％ ） と
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な っ て い る 。  

<北 海 道 地 券 発 行 条 例 > 

明 治 10（ 1877） 年 に 制 定 さ れ た 北 海 道 地 券 発 行 条 例 で は 、 ア

イ ヌ の 人 々 の 居 住 地 は 官 有 地 に 編 入 し て 権 利 を 保 留 し 、 地 租 を 課

さ ず 、 ア イ ヌ の 人 々 と 地 域 の 状 況 に 応 じ て 所 有 権 を 与 え る こ と と

さ れ た 。  

こ の よ う な 条 例 が 制 定 さ れ た 理 由 は 、 当 時 の ア イ ヌ の 人 々 に 近

代 的 な 意 味 で の 土 地 所 有 の 観 念 が な く 、 所 有 権 を 認 め て も か え っ

て 詐 欺 な ど に よ り 失 う 恐 れ が あ っ た た め と い わ れ て い る 。  

<北 海 道 国 有 未 開 地 処 分 法 > 

先 の 地 所 規 則 で は 、 将 来 の 値 上 が り を 見 込 ん で 払 下 げ を 受 け た

土 地 が 多 く 開 墾 さ れ ず に 放 置 さ れ 、 ま た 、 一 人 当 た り の 処 分 面 積

が 10 万 坪 と 制 限 さ れ て い た た め 、 企 業 的 開 拓 を 試 み る 資 本 家 を

誘 致 す る 妨 げ に な っ て い た 。  

こ の た め 、 明 治 政 府 は 、 明 治 19（ 1886） 年 に 北 海 道 土 地 払 下

規 則 を 、 さ ら に 、 明 治 30（ 1897） 年 に 北 海 道 国 有 未 開 地 処 分 法

を 制 定 し 、 処 分 面 積 の 制 限 を 一 人 当 た り １ ５ ０ 万 坪 （ 開 墾 地 の 場

合 ） と す る な ど 、 面 積 制 限 を 緩 和 し て い っ た 。  

こ の よ う に 和 人 に 対 す る 土 地 処 分 が 進 め ら れ 開 拓 が 進 む こ と は 、

他 方 で 、 ア イ ヌ の 人 々 が 生 活 の 糧 を 得 る 場 を 追 わ れ る こ と に つ な

が っ て い っ た 。  

 

④  伝 統 的 生 業 （ 狩 猟 、 漁 撈 ） の 制 限  

北 海 道 の 開 拓 が 進 む に つ れ 、 乱 獲 に よ る 資 源 の 枯 渇 な ど が 見 え

始 め た た め 、 狩 猟 、 漁 撈 が 全 道 的 に 規 制 さ れ る こ と と な る 。 ア イ

ヌ の 人 々 の 伝 統 的 生 業 で あ っ た 鹿 猟 に つ い て も 、 禁 猟 の 解 除 、 狩

猟 税 の 免 除 、 猟 銃 の 貸 与 な ど の ア イ ヌ の 人 々 に 対 す る 優 遇 措 置 は

取 ら れ た も の の 、 規 制 の 範 囲 な ど は 徐 々 に 拡 大 さ れ て い き 、 鮭 の

捕 獲 と と も に 明 治 後 半 ま で に 北 海 道 全 域 に お い て 禁 止 さ れ る こ と

と な っ た 。  



 14

こ の よ う に 、 生 業 を 行 う 土 地 の 減 少 や 生 業 そ の も の が 規 制 さ れ

た 結 果 、 ア イ ヌ の 文 化 の 拠 り ど こ ろ で あ っ た 自 然 と の つ な が り が

分 断 さ れ 、 生 活 様 式 を 含 む 広 い 意 味 で の 文 化 が 深 刻 な 打 撃 を 受 け

る と と も に 、 ア イ ヌ の 人 々 の 暮 ら し は 貧 窮 し て い っ た 。  

 

⑤  国 境 の 変 更 に よ る 移 住  

明 治 ８ （ 1875） 年 の 樺 太 千 島 交 換 条 約 の 締 結 後 、 樺 太 に 住 ん で

い た 樺 太 ア イ ヌ 及 び 占 守
しゅむしゅ

島 な ど 北 千 島 に 住 ん で い た 千 島 ア イ ヌ の

人 々 は 、 北 海 道 本 島 や 色 丹
し こ た ん

島 に 移 住 を 余 儀 な く さ れ た 。 そ し て 、

農 業 の 奨 励 を 主 と す る 保 護 政 策 が 行 わ れ た が 、 急 激 な 生 活 の 変 化

や 疫 病 の 流 行 な ど で 多 く の 人 が 亡 く な っ た 。  

そ の 後 、 樺 太 ア イ ヌ の 人 々 は 、 日 露 戦 争 後 の ポ ー ツ マ ス 条 約 で

北 緯 50 度 以 南 の 樺 太 が ロ シ ア か ら 日 本 に 割 譲 さ れ た 結 果 、 多 く

が 樺 太 に 戻 っ た が 、 第 二 次 世 界 大 戦 後 は 北 海 道 を 始 め 日 本 国 内 各

地 に 再 び 移 住 す る こ と を 余 儀 な く さ れ た 。 ま た 、 色 丹 島 に 移 住 し

て い た 千 島 ア イ ヌ の 人 々 も 、 第 二 次 世 界 大 戦 後 は 同 様 に 移 住 す る

こ と を 余 儀 な く さ れ 、 今 日 で は 千 島 ア イ ヌ の 文 化 伝 承 者 は 皆 無 と

な っ て し ま っ た 。  

 

⑥  勧 農 政 策  

明 治 政 府 は 、 明 治 ４ （ 1871） 年 か ら 土 地 を 開 墾 す る ア イ ヌ の

人 々 に は 家 屋 及 び 農 具 等 を 与 え る こ と と し 、 農 業 を 奨 励 し た 。  

そ の 後 、 鹿 や 鮭 な ど の 捕 獲 量 が 減 少 す る と 、 明 治 16（ 1883）

年 に 根 室 県 が 、 明 治 18（ 1885） 年 に 札 幌 県 が 相 次 い で 「 旧 土 人

救 済 方 法 」 を 定 め て 大 規 模 な 勧 農 政 策 を 展 開 し た 。 両 県 は 、 ア イ

ヌ の 人 々 の 生 活 の 困 難 を 救 済 し 将 来 独 立 自 営 の 途 を 歩 ま せ る た め

に 指 導 員 を 派 遣 し 、 農 具 や 種 子 、 食 料 を 給 付 し て 農 業 を 教 え た 。

そ の 際 、 指 導 の 便 宜 な ど の 理 由 か ら 、 山 間 僻 地 な ど に ま ば ら に 住

ん で い た ア イ ヌ の 人 々 を 移 住 さ せ た 例 も 見 ら れ た 。  

こ の 勧 農 政 策 は 、 明 治 19（ 1886） 年 に 県 が 廃 止 さ れ 北 海 道 庁
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が 置 か れ る と 、 明 治 23（ 1890） 年 に は 廃 止 さ れ た が 、 政 策 の 実

施 地 域 に お い て は 、 戸 数 に し て 約 半 数 が 農 業 に 従 事 す る よ う に な

っ て い た 。 し か し 、 官 の 指 導 が 廃 止 さ れ た 後 に は 大 半 の 農 地 が 荒

廃 し て し ま い 、 も と も と 狩 猟 採 集 民 族 で あ る ア イ ヌ の 人 々 の 多 く

は 農 業 を 生 業 と す る 生 活 を 行 う ま で に は 至 ら な か っ た 。  

 

⑦  北 海 道 旧 土 人 保 護 法 の 施 行  

 明 治 半 ば に な る と 、 ア イ ヌ の 人 々 の 生 活 状 況 は 、 帝 国 議 会 に お

い て 取 り 上 げ ら れ る よ う に な り 、 明 治 32（ 1899） 年 、「 北 海 道 旧

土 人 保 護 法 」 が 施 行 さ れ る 。  

こ の 法 律 は 当 時 の ア イ ヌ の 人 々 の 生 活 状 況 等 を め ぐ る 諸 問 題 に

つ い て 一 通 り の 対 策 を 示 し た も の で あ り 、 そ の 主 な 内 容 は 、 土 地

（ 農 耕 地 ） の 無 償 下 付  (第 １ 条 )、 農 具 及 び 種 子 の 給 付  (第 ４ 条 )、

疾 病 者 の 治 療 又 は 薬 代 の 給 付  (第 ５ 条 )、 生 活 扶 助 ・ 埋 葬 料 の 給

付 (第 ６ 条 )、 授 業 料 の 給 付  (第 ７ 条 )、 小 学 校 の 設 置  (第 ９ 条 )、

共 有 財 産 の 管 理 (第 10 条 )で あ っ た 。  

こ の う ち 、 第 ４ 条 か ら 第 ７ 条 に 要 す る 費 用 は 北 海 道 旧 土 人 共 有

財 産 （ 開 拓 使 が ア イ ヌ の 人 々 の た め に 行 っ た 官 営 漁 業 の 収 益 金 な

ど 、 官 に お い て 管 理 し て い た 財 産 ） の 収 益 を 充 て 、 不 足 す る と き

は 国 費 か ら こ れ を 支 出 す る こ と と な っ て い た 。  

 土 地 に つ い て は 、 当 時 の 農 家 １ 戸 当 た り の 標 準 経 営 面 積 と 考 え

ら れ た １ 万 ５ 千 坪 を 基 準 と し た も の で あ っ た が 、 既 に 和 人 に 対 す

る 土 地 の 払 い 下 げ が 進 ん だ 後 で あ り 、 ア イ ヌ の 人 々 に 下 付 さ れ た

土 地 に は 農 地 に 適 さ な い も の も 少 な く な か っ た 。 ま た 、 農 業 指 導

は ほ と ん ど 行 わ れ ず 、 ア イ ヌ の 人 々 の 貧 窮 を 十 分 改 善 す る に は 至

ら な か っ た 。  

教 育 に つ い て は 、 こ の 法 律 に よ り 設 置 さ れ た 小 学 校 （「 土 人 学

校 」 な ど と 呼 ば れ た ） に お い て 、 ア イ ヌ の 子 弟 の 日 本 語 の 習 得 を

優 先 す る 教 育 が 行 わ れ た が 、 理 科 や 地 理 な ど は 教 え ら れ ず 、 就 学

年 限 を ４ 年 間 （ 和 人 は ６ 年 間 ） と し た 時 期 も あ る な ど 、 和 人 の 子
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弟 と の 間 に は 格 差 が 見 ら れ た （ な お 、 現 在 の ア イ ヌ の 高 齢 者 の 中

に は 、 当 時 の 「 土 人 学 校 」 で 自 ら の 親 や 祖 父 母 が 受 け 継 い で き た

言 葉 で は な い 日 本 語 を 学 ん だ 人 も 少 な く な い と 思 わ れ る ）。 そ の

後 、 昭 和 12（ 1937） 年 の 法 改 正 に よ り 、「 土 人 学 校 」 設 置 の 規 定

(第 ９ 条 )は 削 除 さ れ 、「 土 人 学 校 」 は 廃 止 さ れ た 。  

 

⑧  研 究 に お け る ア イ ヌ の 人 骨 の 取 扱 い  

ア イ ヌ の 人 骨 は 、 古 く か ら 人 類 学 等 の 分 野 で 研 究 対 象 と さ れ て

き た 。  

江 戸 時 代 末 期 の 1865 年 に は 、 道 南 地 域 ２ ヶ 所 の ア イ ヌ の 墓 か

ら 英 国 領 事 館 員 ら に よ っ て ア イ ヌ の 人 骨 が 発 掘 さ れ 持 ち 去 ら れ る

と い っ た 事 件 も 発 生 し た 。  

明 治 中 ご ろ に は 、 我 が 国 に お い て ナ シ ョ ナ リ ズ ム が 盛 り 上 が る

中 で 、 日 本 人 の 起 源 を め ぐ る 研 究 が 盛 ん に な り 、 日 本 人 の 研 究 者

等 に よ っ て も ア イ ヌ の 人 骨 の 発 掘 ･収 集 が 行 わ れ 、 昭 和 に 入 っ て

も 続 け ら れ た 。 現 在 も 数 ヶ 所 の 大 学 等 に 研 究 資 料 等 と し て ア イ ヌ

の 人 骨 が 保 管 さ れ て い る が 、 そ れ ら の 中 に は 、 発 掘 ・ 収 集 時 に ア

イ ヌ の 人 々 の 意 に 関 わ ら ず 収 集 さ れ た も の も 含 ま れ て い る と 見 ら

れ て い る 。  

 

⑨  民 族 意 識 の 高 揚  

明 治 の 終 わ り か ら 大 正 に か け て 、 国 内 で 自 由 主 義 的 風 潮 が 高 ま

り 、 様 々 な 個 人 や 団 体 が 自 由 や 権 利 の 獲 得 、 抑 圧 か ら の 解 放 な ど

を 訴 え 、 言 論 活 動 も 活 発 に な っ て い く 。  

こ の 時 期 、 ア イ ヌ の 人 々 の 言 論 活 動 も 活 発 と な り 、「 滅 び ゆ く

ア イ ヌ 」 と い わ れ る 中 に あ っ て も 自 ら の 民 族 文 化 に 誇 り を 持 っ て

生 き て い こ う と す る 人 々 が 見 ら れ る よ う に な っ た 。 ア イ ヌ の 人 々

の 同 化 が 進 ん だ と い わ れ た 中 に あ っ て 、 こ れ は 、 ア イ ヌ と し て の

民 族 意 識 が 強 く 打 ち 出 さ れ た 時 代 で あ っ た 。  

そ し て 、 昭 和 の 初 め に な る と 、 ア イ ヌ の 人 々 に 対 す る 差 別 や 偏
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見 が 残 る 中 に あ っ て 、 ア イ ヌ の 人 々 に よ る 様 々 な 組 織 が 活 動 を 開

始 し た 。  

 

(5) ま と め （ 国 に よ る 政 策 と そ の 影 響 ）  

以 上 の よ う に 、 日 本 列 島 北 部 周 辺 、 と り わ け 北 海 道 に 先 住 し 独 自

の 言 語 や 文 化 を 育 ん で き た ア イ ヌ の 人 々 は 、 特 に 中 世 以 降 、 和 人 と

深 く 関 わ り を 持 ち 続 け て き た 。 中 世 に は 交 易 相 手 と し て 相 互 の 文 化

に 影 響 を 与 え た 。 ま た 、 近 世 に は 場 所 請 負 制 の 下 で 過 酷 な 労 働 な ど

に よ り 疲 弊 す る が 、 和 人 と の 濃 密 な 接 触 を 持 ち つ つ も 独 自 の 文 化 を

保 持 、 発 展 し て き た 。  

明 治 に 入 っ て か ら は 、 和 人 が 大 規 模 に 北 海 道 へ と 移 住 し 開 拓 が 進

展 す る 。 そ の 陰 で 、 先 住 し て い た ア イ ヌ の 人 々 は 、 文 化 に 深 刻 な 打

撃 を 受 け る 。 近 代 的 な 土 地 所 有 制 度 の 導 入 に よ り 、 ア イ ヌ の 人 々 は

狩 猟 、 漁 撈 、 採 集 な ど の 場 を 狭 め ら れ 、 さ ら に 狩 猟 、 漁 撈 の 禁 止 も

加 わ り 貧 窮 を 余 儀 な く さ れ た 。 ま た 、 民 族 独 自 の 文 化 の 制 限 ・ 禁 止

や ア イ ヌ 語 を 話 す 機 会 の 減 少 は 、 ア イ ヌ の 人 々 の 和 人 へ の 同 化 を 進

め 、 そ の 文 化 は 失 わ れ る 寸 前 に 至 っ た 。 こ の よ う に 近 代 国 家 形 成 過

程 の 中 で 、 土 地 政 策 や 同 化 政 策 な ど に よ り 、 先 住 民 族 で あ る ア イ ヌ

の 文 化 は 深 刻 な 打 撃 を 受 け た と い え る 。 ま た 、 圧 倒 的 多 数 の 和 人 移

住 者 の 中 で 、 ア イ ヌ の 人 々 は 被 支 配 的 な 立 場 に 追 い 込 ま れ 、 様 々 な

局 面 で 差 別 の 対 象 と も な っ た 。 明 治 32（ 1899） 年 に は 北 海 道 旧 土

人 保 護 法 が 施 行 さ れ た が 、 ア イ ヌ の 人 々 の 窮 状 を 十 分 改 善 す る に は

至 ら な か っ た 。  
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２  アイヌの人々の現状とアイヌの人々をめぐる最近の動き  

 

 (1) ア イ ヌ の 人 々 の 現 状  

①  ア イ ヌ の 人 々 の 居 住 地 域  

ア イ ヌ の 人 々 は 、 今 で も そ の 多 く が 北 海 道 に 居 住 し て い る と い

わ れ て い る （ 注 ）。 な お 、 現 代 に お い て 、 ア イ ヌ の 人 々 は 、 自 分 た

ち の み の 居 住 地 域 を 形 成 す る こ と は な く 、 他 の 日 本 人 と 同 じ 地 域

で 共 に 生 活 し て い る 。  

一 方 、 生 活 基 盤 を 道 外 に 移 し た ア イ ヌ の 人 々 も 少 な く な い と い

わ れ て い る が 、 十 分 に 把 握 さ れ て い な い 状 況 に あ る （ 注 ）。  

 

（ 注 ） 平 成 18（ 2006） 年 度 の 北 海 道 ア イ ヌ 生 活 実 態 調 査 に よ れ ば 、

道 内 に は 23,782人 の ア イ ヌ の 人 々 が 居 住 し て い る 。 ま た 、 昭

和 63（ 1988） 年 の 東 京 都 調 査 に よ れ ば 、 都 内 に 約 2,700人 の ア

イ ヌ の 人 々 が 居 住 し て い る と 推 計 さ れ て い る 。  

 

②  ア イ ヌ の 人 々 の 生 活 様 式  

ア イ ヌ の 人 々 は 、 現 代 で は 、 衣 食 住 な ど の 日 常 生 活 に お い て 、

他 の 多 く の 日 本 人 と ほ ぼ 変 わ ら な い 様 式 で 生 活 し て お り 、 ア イ ヌ

独 自 の 言 語 で あ る ア イ ヌ 語 が 日 常 生 活 の 中 で 使 用 さ れ る 機 会 も ほ

と ん ど 見 ら れ な く な っ て い る 。 な お 、 ア イ ヌ 語 の 単 語 等 が 会 話 に

織 り 交 ぜ ら れ る こ と な ど は あ り 、 中 に は 話 せ な い ま で も 聞 け ば 理

解 で き る 人 も い る と い わ れ て い る 。  

 

③  ア イ ヌ の 人 々 の 生 活 ・ 教 育 の 状 況 等  

第 二 次 世 界 大 戦 後 ま も な く 、 ア イ ヌ の 人 々 の 生 活 や 教 育 等 に 関

す る 特 別 の 施 策 は 実 施 さ れ な く な っ た （ 注 ）。 そ の 後 、 我 が 国 が 急

速 な 経 済 発 展 を 遂 げ て い く 中 に あ っ て も 、 ア イ ヌ の 人 々 の 生 活 面

等 に お け る 格 差 や 学 校 や 就 職 に お け る 差 別 は 根 深 く 残 っ た ま ま で

あ っ た 。  
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こ の た め 、 昭 和 36（ 1961） 年 度 か ら 、 北 海 道 は 、 国 の 支 援 の

下 、 生 活 館 や 共 同 浴 場 の 整 備 な ど ア イ ヌ の 人 々 の 福 祉 向 上 対 策 の

取 組 を 開 始 し た 。 そ し て 、 昭 和 49（ 1974） 年 度 以 降 は 、「 北 海 道

ウ タ リ 福 祉 対 策 」 を 策 定 し 、 社 会 福 祉 の 充 実 、 教 育 ・ 文 化 の 振 興

等 の 関 連 施 策 を 総 合 的 に 推 進 し て き た 。 ま た 、 平 成 14（ 2002）

年 度 か ら は 、 新 た な 文 化 振 興 関 連 施 策 に 合 わ せ て 事 業 内 容 を 整 理

し 、「 ア イ ヌ の 人 た ち の 生 活 向 上 に 関 す る 推 進 方 策 」 と し て 引 き

続 き 生 活 向 上 関 連 施 策 を 推 進 し て き て い る 。  

北 海 道 の ア イ ヌ の 人 々 の 生 活 や 教 育 の 状 況 等 に つ い て は 、 昭 和

47（ 1972） 年 以 降 、 お お む ね ７ 年 毎 に 北 海 道 が 調 査 を 行 っ て き た

（ 最 新 は 、 平 成 18年 に 調 査 実 施 ）。 ま た 、 平 成 20（ 2008） 年 10月

に は 、 北 海 道 大 学 ア イ ヌ ・ 先 住 民 研 究 セ ン タ ー が 「 北 海 道 大 学 ア

イ ヌ 民 族 生 活 実 態 調 査 」 を 実 施 し た 。 こ れ に よ れ ば 、 ア イ ヌ の

人 々 の 世 帯 に お け る 生 活 保 護 率 は 全 道 平 均 と 比 べ て 約 1.5倍 、 全

国 平 均 と 比 べ て 約 2.5倍 と な っ て い る 。 ま た 、 大 学 へ の 進 学 率 は 、

30歳 未 満 の 世 代 に 限 っ て み て も 、 全 国 平 均 の 約 半 分 で あ る 。 ま た 、

７ 割 以 上 の 者 が 経 済 的 な 困 難 を 訴 え 、 進 学 希 望 者 が 進 学 を あ き ら

め た 理 由 に つ い て も 、 約 ４ 分 の ３ の 者 が 経 済 的 理 由 を 挙 げ て い る 。  

北 海 道 の 数 次 に わ た る 調 査 も 併 せ て み る と 、 北 海 道 に 居 住 す る

ア イ ヌ の 人 々 の 生 活 状 況 や 進 学 率 等 は 着 実 に 改 善 さ れ て き た が 、

北 海 道 民 あ る い は 国 民 全 体 と の 格 差 は 依 然 と し て 大 き く 残 っ て い

る と い わ ざ る を 得 な い 。  

こ の よ う な 生 活 格 差 が 今 も な お 残 る 差 別 の 一 因 に な っ て い る と

の 指 摘 も あ る 。 差 別 に よ り 、 自 己 が 他 の 日 本 人 と 異 な る 文 化 を 持

つ ア イ ヌ と い う 存 在 で あ る と い う 意 識 （ す な わ ち ア イ ヌ の ア イ デ

ン テ ィ テ ィ ） を 傷 つ け ら れ て い る 人 々 が い る こ と 、 特 に 若 い 世 代

に も い る こ と を 看 過 す べ き で は な い 。  

な お 、 当 懇 談 会 が 昨 年 秋 に 実 施 し た 首 都 圏 在 住 の ア イ ヌ の 人 々

と の 意 見 交 換 の 中 で は 、 生 活 の 窮 状 に つ い て も 述 べ ら れ て い る が 、

道 外 に 居 住 す る ア イ ヌ の 人 々 の 生 活 状 況 に つ い て は 、 昭 和 63
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（ 1988） 年 の 東 京 都 調 査 以 降 、 十 分 に 把 握 さ れ て こ な か っ た 。 北

海 道 で は 生 活 向 上 関 連 施 策 が 実 施 さ れ て き た が 、 首 都 圏 を は じ め

道 外 に 居 住 す る ア イ ヌ の 人 々 に は 施 策 が 講 じ ら れ て い な い 状 況 に

あ る 。  

 

（ 注 ） 北 海 道 旧 土 人 保 護 法 の 廃 止 に つ い て  

北 海 道 旧 土 人 保 護 法 に つ い て は 、 社 会 保 障 ･福 祉 関 係 立 法 の 整

備 に 伴 い 昭 和 21（ 1946） 年 に 授 産 ・ 医 療 ・ 救 済 に 関 す る 規 定 が

削 除 さ れ た 。 土 地 の 無 償 下 付 や 共 有 財 産 の 管 理 等 の 規 定 は 残 存 し

た が 、 昭 和 10 年 代 以 降 土 地 の 無 償 下 付 の 実 績 が な い な ど そ の 運

用 実 態 は 乏 し く 、 差 別 的 な 名 称 の 問 題 も あ り 、 平 成 ９ （ 1997） 年

の ア イ ヌ 文 化 振 興 法 の 制 定 と 同 時 に 廃 止 さ れ た （ 特 別 法 で あ る 旭

川 市 旧 土 人 保 護 地 処 分 法 も 廃 止 さ れ た ）。  

 

④  ア イ ヌ の 人 々 の 文 化 活 動 等 の 取 組  

明 治 以 降 、 我 が 国 の 近 代 化 と 北 海 道 開 拓 の 中 で 、 同 化 政 策 な ど

に よ り ア イ ヌ の 文 化 は 大 き な 打 撃 を 受 け て き た 。 戦 後 は 、 ア イ ヌ

の 文 化 に 対 し て は 特 段 の 施 策 が 講 じ ら れ て こ な か っ た が 、 昭 和 50

年 代 に な る と ア イ ヌ の 人 々 の 中 で 伝 統 的 な 儀 礼 を 復 興 す る 機 運 が

高 ま り 、 イ チ ャ ル パ (先 祖 供 養 )、 イ オ マ ン テ （ 熊 送 り 儀 礼 ） や ア

シ リ チ ェ ッ プ ノ ミ （ 新 し い 鮭 を 迎 え る 儀 礼 ） な ど が 行 わ れ る よ う

に な っ た 。 ま た 、 ア イ ヌ の 人 々 自 身 に よ る ア イ ヌ 語 学 習 も 行 わ れ

る よ う に な っ た 。  

平 成 ９ （ 1997） 年 に ア イ ヌ 文 化 振 興 法 が 成 立 す る と 、 同 法 に 基

づ き 文 化 振 興 関 連 施 策 が 積 極 的 に 行 わ れ る よ う に な っ た 。 こ れ に

よ り 、 ア イ ヌ 語 学 習 や 海 外 の 先 住 民 族 と の 交 流 に 見 ら れ る 若 い 世

代 の 参 画 や 、 こ れ ら を 通 じ た ア イ ヌ の 人 々 の 民 族 と し て の 意 識 の

高 ま り な ど 文 化 伝 承 の 裾 野 が 広 が っ た と い え る 。 ま た 、 ア イ ヌ の

人 々 と 公 的 機 関 と の 協 働 の 経 験 に つ い て も 蓄 積 が 進 ん だ 。  

他 方 、 こ れ ま で の 文 化 振 興 関 連 施 策 は 、 言 語 、 音 楽 、 舞 踊 、 工
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芸 等 を 主 な 対 象 と し て お り 、 例 え ば 、 ア イ ヌ の 人 々 の 伝 統 的 民 族

衣 装 で あ る ア ッ ト ゥ シ の 製 作 に 必 要 な オ ヒ ョ ウ ニ レ の 樹 皮 等 の 自

然 素 材 の 採 取 が 十 分 に で き な い な ど の 事 例 が 生 じ て い る 。 こ の よ

う に 、 こ れ ま で の 文 化 振 興 関 連 施 策 は ア イ ヌ の 文 化 の 承 継 や 発 展

に と っ て 十 分 に 機 能 し て い な い 側 面 が あ る の で は な い か と の 指 摘

も あ る 。  

ま た 、 多 く の ア イ ヌ の 人 々 が 文 化 伝 承 等 に 関 わ っ て い く た め に

は 、 そ の 前 提 と し て ア イ ヌ の 人 々 の 生 活 の 安 定 が 必 要 と な る 。 し

か し な が ら 、 伝 統 文 化 を 活 か し た 産 業 活 動 な ど 文 化 伝 承 等 が 雇 用

や 生 業 に つ な が る 取 組 は 広 が っ て い な い 。  

さ ら に 、 こ れ ま で ア イ ヌ の 問 題 は 北 海 道 の 問 題 で あ る と さ れ て

き た 側 面 が あ る こ と も 事 実 で あ り 、 道 外 に お い て は ア イ ヌ の 文 化

活 動 等 の 取 組 や 理 解 が 十 分 に 進 ん で い な い 。  

 

⑤  ア イ ヌ の 人 々 の 帰 属 意 識  

ア イ ヌ の 人 々 は 、 現 在 は 、 他 の 多 く の 日 本 人 と ほ ぼ 変 わ ら な い

日 々 の 生 活 を 過 ご し て い る 。 し か し 、 ア イ ヌ の 人 々 に は 、 差 別 や

近 代 以 降 の 同 化 政 策 を 経 て も 、 な お 民 族 と し て の 帰 属 意 識 が 脈 々

と 受 け 継 が れ て お り 、 民 族 的 な 誇 り や 尊 厳 の も と に 、 個 人 や 団 体

と し て 、 ア イ ヌ 語 や 伝 統 文 化 の 保 持 、 発 展 等 に 努 力 し て い る 人 々

も 少 な く な い 。  

な お 、 一 人 ひ と り に 視 点 を 置 い て み る と 、 他 の 多 く の 日 本 人 と

ほ ぼ 変 わ ら な い 日 々 の 生 活 と 、 ア イ ヌ と し て の 帰 属 意 識 を 感 じ る

生 活 と の 間 の 行 き 来 に は 、 そ の 時 々 に 応 じ た 多 様 な 状 況 が あ り 、

固 定 化 し て 捉 え ら れ る も の で な い こ と は も ち ろ ん 、 と も に 尊 重 さ

れ る べ き で あ る こ と は い う ま で も な い 。  

 

(2) ア イ ヌ の 人 々 を め ぐ る 最 近 の 動 き  

①  先 住 民 族 の 権 利 に 関 す る 国 際 連 合 宣 言 に つ い て  

平 成 19（ 2007） 年 ９ 月 13 日 に 国 際 連 合 総 会 に お い て 、「 先 住
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民 族 の 権 利 に 関 す る 国 際 連 合 宣 言 （ 以 下 「 国 連 宣 言 」 と い う ）」

が 、 我 が 国 も 賛 成 し て 採 択 さ れ た 。 同 宣 言 は 、 政 治 ・ 経 済 ・ 文 化

そ の 他 広 範 な 分 野 に わ た っ て 、 先 住 民 族 及 び そ の 個 人 の 権 利 及 び

自 由 に つ い て 規 定 し て お り 、 先 住 民 族 と 国 家 あ る い は 国 民 の 多 数

を 占 め る 民 族 と の パ ー ト ナ ー シ ッ プ の 重 要 性 を 強 調 し て い る 。  

こ の 宣 言 の 採 択 ま で に は 、 20 有 余 年 に わ た る 議 論 の 積 み 重 ね

が あ っ た が 、 最 終 的 に 圧 倒 的 多 数 で 採 択 さ れ た 意 義 は 大 き い 。 ま

た 、 採 択 後 に 、 反 対 国 の 中 で も 同 宣 言 を 支 持 す る 動 き が 見 ら れ る

よ う に な っ て い る こ と に も 注 目 す べ き で あ ろ う 。  

な お 、 こ の 宣 言 の 採 択 に 当 た っ て は 、 ア イ ヌ の 人 々 も 様 々 な 働

き か け を 行 っ て い る 。  

 

②  ア イ ヌ 民 族 を 先 住 民 族 と す る こ と を 求 め る 決 議  

国 連 宣 言 が 採 択 さ れ た 後 、 平 成 20（ 2008） 年 ６ 月 ６ 日 、 衆 議

院 及 び 参 議 院 の 両 院 に お い て 「 ア イ ヌ 民 族 を 先 住 民 族 と す る こ と

を 求 め る 決 議 （ 以 下 「 国 会 決 議 」 と い う ）」 が 全 会 一 致 で 採 択 さ

れ た 。  

国 会 決 議 は 、 ま ず 、 我 が 国 が 近 代 化 す る 過 程 に お い て 、 多 数 の

ア イ ヌ の 人 々 が 、 法 的 に は 等 し く 国 民 で あ り な が ら も 差 別 さ れ 、

貧 窮 を 余 儀 な く さ れ た と い う 歴 史 認 識 を 示 し た 。 そ の 上 で 、 政 府

に 対 し て 、 ① 国 連 宣 言 を 踏 ま え 、 ア イ ヌ の 人 々 を 日 本 列 島 北 部 周

辺 、 と り わ け 北 海 道 に 先 住 し 、 独 自 の 言 語 、 宗 教 や 文 化 の 独 自 性

を 有 す る 先 住 民 族 と し て 認 め る こ と 、 ② 高 い レ ベ ル で 有 識 者 の 意

見 を 聞 き な が ら 、 こ れ ま で の ア イ ヌ 政 策 を 更 に 推 進 し 、 総 合 的 な

施 策 の 確 立 に 取 り 組 む こ と を 求 め た 。  

国 会 決 議 を 受 け 、 政 府 は 、 ア イ ヌ の 人 々 が 先 住 民 族 で あ る と の

認 識 を 示 し 、 国 連 宣 言 に お け る 関 連 条 項 を 参 照 し つ つ 、 こ れ ま で

の ア イ ヌ 政 策 を 更 に 推 進 し 、 総 合 的 な 施 策 の 確 立 に 取 り 組 む 考 え

を 示 し た 。 こ う し た 施 策 の 確 立 に 向 け て 総 合 的 な 検 討 を 行 う た め

に 、 当 懇 談 会 が 設 置 さ れ た 。  
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３  今 後 の ア イ ヌ 政 策 の あ り 方  

 

(1) 今 後 の ア イ ヌ 政 策 の 基 本 的 考 え 方  

①  先 住 民 族 と い う 認 識 に 基 づ く 政 策 展 開  

ア  先 住 民 族 で あ る こ と の 確 認  

a ウ タ リ 懇 談 会 報 告 書 に お け る 認 識  

平 成 ８ （ 1996） 年 の ウ タ リ （ 注 ） 対 策 の あ り 方 に 関 す る 有 識

者 懇 談 会 報 告 書 は 、「 少 な く と も 中 世 末 期 以 降 の 歴 史 の 中 で 見

る と 、 学 問 的 に 見 て も 、 ア イ ヌ の 人 々 は 当 時 の 『 和 人 』 と の

関 係 に お い て 日 本 列 島 北 部 周 辺 、 と り わ け 我 が 国 固 有 の 領 土

で あ る 北 海 道 に 先 住 し て い た こ と は 否 定 で き な い と 考 え ら れ

る 」 と し て ア イ ヌ の 人 々 の 先 住 性 を 認 め た が 、 こ れ は 事 実 の

確 認 に と ど ま り 、 新 た な 政 策 と は 結 び つ け ら れ て い な か っ た 。

そ れ は そ の 後 制 定 さ れ た ア イ ヌ 文 化 振 興 法 に お い て も 同 様 で

あ り 、 同 法 が 推 進 す る 文 化 振 興 施 策 は ア イ ヌ の 人 々 の 先 住 性

か ら 導 か れ る も の で は な か っ た 。  

 

（ 注 ）「 ウ タ リ 」 と は 、 ア イ ヌ 語 で 仲 間 、 同 胞 の こ と 。  

 

b ア イ ヌ の 人 々 が 先 住 民 族 で あ る と い う こ と  

先 住 民 族 の 定 義 に つ い て は 国 際 的 に 様 々 な 議 論 が あ り 、 定

義 そ の も の も 先 住 民 族 自 身 が 定 め る べ き で あ る と い う 議 論 も

あ る が 、 国 と し て の 政 策 展 開 と の 関 係 に お い て 必 要 な 限 り で

定 義 を 試 み る と 、 先 住 民 族 と は 、 一 地 域 に 、 歴 史 的 に 国 家 の

統 治 が 及 ぶ 前 か ら 、 国 家 を 構 成 す る 多 数 民 族 と 異 な る 文 化 と

ア イ デ ン テ ィ テ ィ を 持 つ 民 族 と し て 居 住 し 、 そ の 後 、 そ の 意

に 関 わ ら ず こ の 多 数 民 族 の 支 配 を 受 け な が ら も 、 な お 独 自 の

文 化 と ア イ デ ン テ ィ テ ィ を 喪 失 す る こ と な く 同 地 域 に 居 住 し

て い る 民 族 で あ る 、 と い う こ と が で き よ う 。  

「 １  今 に 至 る 歴 史 的 経 緯 」 で 見 た よ う に 、 ア イ ヌ の 人 々



 24

は 、 独 自 の 文 化 を 持 ち 、 他 か ら の 支 配 ・ 制 約 な ど を 受 け な い

自 律 的 な 集 団 と し て 我 が 国 の 統 治 が 及 ぶ 前 か ら 日 本 列 島 北 部

周 辺 、 と り わ け 北 海 道 に 居 住 し て い た 。 そ の 後 、 我 が 国 が 近

代 国 家 を 形 成 す る 過 程 で 、 ア イ ヌ の 人 々 は 、 そ の 意 に 関 わ ら

ず 支 配 を 受 け 、 国 に よ る 土 地 政 策 や 同 化 政 策 な ど の 結 果 、 自

然 と の つ な が り が 分 断 さ れ て 生 活 の 糧 を 得 る 場 を 狭 め ら れ 貧

窮 し て い く と と も に 、 独 自 の 文 化 の 伝 承 が 困 難 と な り 、 そ の

伝 統 と 文 化 に 深 刻 な 打 撃 を 受 け た 。 し か し 、 ア イ ヌ の 人 々 は 、

今 日 に お い て も 、 ア イ ヌ と し て の ア イ デ ン テ ィ テ ィ や 独 自 の

文 化 を 失 う こ と な く 、 こ れ を 復 興 さ せ る 意 思 を 持 ち 続 け 、 北

海 道 を 中 心 と す る 地 域 に 居 住 し て い る 。 こ れ ら の こ と か ら 、

ア イ ヌ の 人 々 は 日 本 列 島 北 部 周 辺 、 と り わ け 北 海 道 の 先 住 民

族 で あ る と 考 え る こ と が で き る 。  

 

イ  先 住 民 族 で あ る こ と か ら 導 き 出 さ れ る 政 策 の 展 開  

今 後 の ア イ ヌ 政 策 は 、 ア イ ヌ の 人 々 が 先 住 民 族 で あ る と い う

認 識 に 基 づ い て 展 開 し て い く こ と が 必 要 で あ る 。  

す な わ ち 、 今 後 の ア イ ヌ 政 策 は 、 国 の 政 策 と し て 近 代 化 を 進

め た 結 果 、 ア イ ヌ の 文 化 に 深 刻 な 打 撃 を 与 え た と い う 歴 史 的 経

緯 を 踏 ま え 、 国 に は 先 住 民 族 で あ る ア イ ヌ の 文 化 の 復 興 に 配 慮

す べ き 強 い 責 任 が あ る と い う こ と か ら 導 き 出 さ れ る べ き で あ る 。

そ の 復 興 に よ り 、 再 び ア イ ヌ の 人 々 が 、 自 分 た ち の 意 思 に 従 っ

て 、 独 自 の 文 化 を 保 持 、 発 展 す る こ と が で き る よ う な 存 在 に な

る こ と が 重 要 で あ る 。  

こ こ で い う 文 化 と は 、 言 語 、 音 楽 、 舞 踊 、 工 芸 等 に 加 え て 、

土 地 利 用 の 形 態 な ど を 含 む 民 族 固 有 の 生 活 様 式 の 総 体 と い う 意

味 で 捉 え る べ き で あ っ て 、 文 化 の 独 自 性 と い う 場 合 に は 、 そ の

よ う な 広 い 視 点 が 必 要 で あ る と 考 え ら れ る 。 た だ し 、 文 化 の 復

興 と い っ て も 単 に 過 去 の 原 状 を 回 復 す る と い う 意 味 で は な い 。

国 が ア イ ヌ の 文 化 の 復 興 に 配 慮 す る に 当 た っ て は 、 現 代 を 生 き
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る ア イ ヌ の 人 々 の 具 体 的 な 声 に 耳 を 傾 け る こ と が 重 要 で あ る 。

ア イ ヌ の 人 々 が 、 現 在 で は 他 の 多 く の 日 本 人 と ほ ぼ 変 わ ら な い

生 活 を 営 ん で い る こ と に 照 ら し 、 伝 統 を 踏 ま え て 文 化 の 復 興 を

図 る と と も に 、 そ れ を 基 礎 と し て 新 し い ア イ ヌ 文 化 を 創 造 し て

い く と い う 、 過 去 か ら 未 来 へ と つ な が る 視 点 が 必 要 だ か ら で あ

る 。  

 

ウ  政 策 展 開 に 当 た っ て の 国 民 の 理 解 の 必 要 性  

明 治 以 降 、 同 化 政 策 が 進 め ら れ る 中 で 、 ア イ ヌ の 人 々 は 差 別

や 偏 見 に 苦 し ん で き た 。 現 在 で も こ の 問 題 は 解 消 さ れ た と は い

え な い 。 こ う し た 差 別 や 偏 見 を 解 消 す る と と も に 、 今 後 、 新 た

な ア イ ヌ 政 策 を 円 滑 に 推 進 し て い く た め に は 、 ア イ ヌ の 人 々 に

つ い て 、 国 民 の 正 し い 理 解 と 知 識 の 共 有 が 不 可 欠 で あ る 。  

日 本 が 近 代 化 に 向 か っ て 歩 み を 進 め た 結 果 、 日 本 国 民 全 体 が

自 由 や 民 主 主 義 、 経 済 的 豊 か さ と い っ た 恩 恵 を 享 受 す る こ と と

な っ た 。 し か し 、 そ の 陰 で 、 ア イ ヌ の 文 化 は 深 刻 な 打 撃 を 受 け 、

今 な お 、 所 得 水 準 や 高 等 教 育 へ の 進 学 率 な ど ア イ ヌ 以 外 の 国 民

と の 間 で 格 差 が 残 り 、 そ れ が 差 別 の 原 因 と も な っ て き た 。 ア イ

ヌ で あ る こ と を 悩 み 苦 し む 若 者 た ち が い る 事 実 か ら 目 を 背 け る

べ き で は な い 。 前 の 世 代 が 築 い た 恩 恵 を 享 受 す る 今 の 世 代 に は 、

こ れ ま で 顧 み ら れ な か っ た ア イ ヌ に 関 す る 歴 史 的 経 緯 を 一 人 ひ

と り の 問 題 と し て 認 識 し 、 お 互 い を 思 い や り ア イ ヌ を 含 め た 次

の 世 代 が 夢 や 誇 り を 持 っ て 生 き ら れ る 社 会 に し て い こ う と 心 が

け る こ と が 求 め ら れ る 。  

 

②  国 連 宣 言 の 意 義 等  

ア  国 連 宣 言 の 意 義  

先 住 民 族 と し て の 文 化 の 復 興 を 目 指 す 政 策 の 策 定 に 当 た っ て

は 、 国 連 宣 言 の 関 連 条 項 を 参 照 し な け れ ば な ら な い 。  

国 連 宣 言 は 、 先 住 民 族 と 国 家 に と っ て 貴 重 な 成 果 で あ り 、 法



 26

的 拘 束 力 は な い も の の 、 先 住 民 族 に 係 る 政 策 の あ り 方 の 一 般 的

な 国 際 指 針 と し て の 意 義 は 大 き く 、 十 分 に 尊 重 さ れ な け れ ば な

ら な い 。  

た だ 、 世 界 に ３ 億 ７ 千 万 人 存 在 す る と も い わ れ る 先 住 民 族 の

歴 史 や 置 か れ て い る 状 況 は 一 様 で は な い 。 ま た 、 関 連 す る 国 の

あ り 方 も 多 種 多 様 で あ る 。 国 連 宣 言 を 参 照 す る に 当 た っ て は 、

こ れ ら の 事 情 を 無 視 す る こ と は で き な い 。 我 が 国 と し て も 、 同

宣 言 の 関 連 条 項 を 参 照 し つ つ 、 現 代 を 生 き る ア イ ヌ の 人 々 の 意

見 に 真 摯 に 耳 を 傾 け な が ら 、 我 が 国 及 び ア イ ヌ の 人 々 の 実 情 に

応 じ て 、 ア イ ヌ 政 策 の 確 立 に 取 り 組 ん で い く べ き で あ る 。  

 

イ  憲 法 等 を 考 慮 し た ア イ ヌ 政 策 の 展 開  

ま た 、 国 及 び 地 方 公 共 団 体 に よ り 実 施 さ れ る ア イ ヌ 政 策 が 、

我 が 国 の 最 高 法 規 で あ る 日 本 国 憲 法 （ 以 下 「 憲 法 」 と い う ） を

踏 ま え る べ き こ と は 当 然 で あ る 。 例 え ば 、 ア イ ヌ の 人 々 に 対 し

て 特 別 の 政 策 を 行 う こ と は 憲 法 第 14 条 の 平 等 原 則 に 反 す る の

で は な い か 、 と い う 指 摘 が あ る 。 し か し 、 事 柄 の 性 質 に 即 応 し

た 合 理 的 な 理 由 に 基 づ く も の で あ れ ば 、 国 民 の 一 部 に つ い て 、

異 な る 取 扱 い を す る こ と も 、 憲 法 上 許 さ れ る と 一 般 に 解 さ れ て

お り 、 既 述 の よ う に ア イ ヌ の 人 々 が 先 住 民 族 で あ る こ と か ら 特

別 の 政 策 を 導 き 出 す こ と が 「 事 柄 の 性 質 に 即 応 し た 合 理 的 な 理

由 」 に 当 た る こ と は 多 言 を 要 し な い 。 さ ら に 、 我 が 国 が 締 結 し

て い る 「 あ ら ゆ る 形 態 の 人 種 差 別 の 撤 廃 に 関 す る 国 際 条 約 」 第

２ 条 ２ （ 注 ） が 、 締 約 国 は 特 定 の 人 種 へ の 平 等 な 人 権 保 障 の た

め に 特 別 な 措 置 を と る こ と が で き る と し て い る こ と も 視 野 に 入

れ る 必 要 が あ る 。  

こ れ ら の 観 点 を 踏 ま え る と 、 憲 法 が ア イ ヌ の 人 々 に 対 す る 特

別 な 政 策 に と っ て 制 約 と し て 働 く 場 合 で も 、 合 理 的 な 理 由 が 存

在 す る 限 り ア イ ヌ 政 策 は 認 め ら れ る と い え る 。 さ ら に 今 後 重 要

な こ と は 、 ア イ ヌ 政 策 の 根 拠 を 憲 法 の 関 連 規 定 に 求 め 、 か つ 、
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こ れ を 積 極 的 に 展 開 さ せ る 可 能 性 を 探 る こ と で あ る 。  

 

（ 注 ）「 あ ら ゆ る 形 態 の 人 種 差 別 の 撤 廃 に 関 す る 国 際 条 約 」  

人 権 及 び 基 本 的 自 由 の 平 等 を 確 保 す る た め 、 あ ら ゆ る

形 態 の 人 種 差 別 を 撤 廃 す る 政 策 等 を 、 す べ て の 適 当 な 方

法 によ り 遅 滞な く と るこ と な どを 主 な 内容 と し た条 約 。  

第 ２条 ２ は 以下 の と おり 規 定 して い る 。  

第 ２ 条  略  

２  締 約 国 は 、 状 況 に よ り 正 当 と さ れ る 場 合 に は 、 特 定 の

人 種 の 集 団 又 は こ れ に 属 す る 個 人 に 対 し 人 権 及 び 基 本 的

自 由 の 十 分 か つ 平 等 な 享 有 を 保 障 す る た め 、 社 会 的 、 経

済 的 、 文 化 的 そ の 他 の 分 野 に お い て 、 当 該 人 種 の 集 団 又

は 個 人 の 適 切 な 発 展 及 び 保 護 を 確 保 す る た め の 特 別 か つ

具 体 的 な 措 置 を と る 。  

 

③  政 策 展 開 に 当 た っ て の 基 本 的 な 理 念  

今 後 の ア イ ヌ 政 策 は 、 ア イ ヌ の 人 々 が 先 住 民 族 で あ り 、 そ の 文

化 の 復 興 に 配 慮 す べ き 強 い 責 任 が 国 に あ る と い う 認 識 に 基 づ き 、

先 住 民 族 に 係 る 政 策 の あ り 方 の 一 般 的 な 国 際 指 針 と し て の 国 連 宣

言 の 意 義 や 我 が 国 の 最 高 法 規 で あ る 憲 法 等 を 踏 ま え 、 以 下 の 基 本

的 な 理 念 に 基 づ い て 展 開 し て い く べ き で あ る 。  

 

ア  ア イ ヌ の ア イ デ ン テ ィ テ ィ の 尊 重  

憲 法 の 人 権 関 係 の 規 定 の 中 で は 、 第 13 条 の ｢個 人 の 尊 重 ｣が

基 本 原 理 で あ り 、 我 が 国 に お け る 法 秩 序 の 基 礎 を な す 原 則 規 範

で あ る 。 ア イ ヌ の 人 々 に と っ て 、 自 己 が 他 の 多 く の 日 本 人 と 異

な る 文 化 を 持 つ ア イ ヌ と い う 存 在 で あ る と い う 意 識 （ す な わ ち

ア イ ヌ の ア イ デ ン テ ィ テ ィ ） を 持 っ て 生 き る こ と を 積 極 的 に 選

択 し た 場 合 、 そ の 選 択 は 国 や 他 者 か ら 不 当 に 妨 げ ら れ て は な ら

な い 。 さ ら に 、 ア イ ヌ と い う ア イ デ ン テ ィ テ ィ を 持 っ て 生 き る
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こ と を 可 能 に す る よ う な 政 策 を 行 う こ と に つ い て も 配 慮 が 求 め

ら れ よ う 。  

こ の よ う に 考 え る と 、 国 が そ の 復 興 に 配 慮 す べ き 強 い 責 任 が

あ る ア イ ヌ の 文 化 の 中 で も 、 と り わ け 、 ア イ ヌ 語 の 振 興 な ど を

含 む 精 神 文 化 を 尊 重 す る 政 策 に つ い て は 強 い 配 慮 が 求 め ら れ る 。  

ま た 、 ア イ ヌ の 人 々 は 、 古 く か ら 生 活 の 糧 を 得 、 儀 式 の 場 と

も な っ て き た 土 地 と の 間 に 深 い 精 神 文 化 的 な 結 び つ き を 有 し て

お り 、 現 代 を 生 き る ア イ ヌ の 人 々 の 意 見 や 生 活 基 盤 の 実 態 な

ど を 踏 ま え な が ら 、 土 地 ・ 資 源 の 利 活 用 に つ い て は 、 一 定 の

政 策 的 配 慮 が 必 要 で あ ろ う 。  

さ ら に 、 歴 史 的 経 緯 に 起 因 す る ア イ ヌ の 人 々 と 他 の 日 本 人 と

の 間 の 生 活 や 教 育 面 で の 格 差 が 、 ア イ ヌ の 人 々 へ の 差 別 に つ な

が り 、 そ の こ と が ア イ ヌ と し て 誇 り を 持 っ て 生 き る と い う 選 択

を 妨 げ て い る と も 考 え ら れ る 。 し た が っ て 、 生 活 ・ 教 育 の 格 差

を 解 消 す る た め の 施 策 も 推 進 す べ き で あ る 。 こ れ は 、 憲 法 第

13 条 の 趣 旨 を 実 現 す る た め の 条 件 整 備 と し て の 意 義 を 有 す る

と い う こ と が で き る 。  

な お 、 個 々 の ア イ ヌ の 人 々 の ア イ デ ン テ ィ テ ィ を 保 障 す る た

め に は 、 そ の 拠 り 所 と な る 民 族 の 存 在 が 不 可 欠 で あ る か ら 、 そ

の 限 り に お い て 、 先 住 民 族 と し て の ア イ ヌ と い う 集 団 を 対 象 と

す る 政 策 の 必 要 性 ・ 合 理 性 も 認 め ら れ な け れ ば な ら な い 。  

 

イ  多 様 な 文 化 と 民 族 の 共 生 の 尊 重  

固 有 の 文 化 に 深 刻 な 打 撃 を 受 け な が ら も 、 そ れ ら を 失 う こ と

な く 、 復 興 さ せ 、 保 持 し 、 さ ら に 発 展 さ せ る 意 思 を 持 ち つ づ け

て い る ア イ ヌ と い う 民 族 が 存 在 し て い る こ と は き わ め て 意 義 深

い 。 そ し て 、 ア イ ヌ 政 策 の 理 念 を 広 義 の 文 化 の 復 興 と す る こ と

は 、 多 様 で よ り 豊 か な 文 化 を 共 有 で き る と い う 意 味 で 、 国 民 一

般 の 利 益 に も な る と い う こ と が で き る 。 国 連 宣 言 も 、 文 化 の 多

様 性 が 人 類 の 共 同 財 産 と し て 尊 重 さ れ る べ き も の で あ る と し て
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い る こ と に 留 意 す べ き で あ る 。  

ま た 、「 民 族 の 共 生 」 と い う 理 念 は 、 国 際 的 に も 追 求 さ れ て

い る も の で あ り 、 国 民 誰 も が 相 互 に 人 格 と 個 性 を 尊 重 し 合 う 共

生 的 か つ 多 元 的 な 社 会 を 目 指 す 我 が 国 に お い て も 、 国 民 が こ の

理 念 を 共 有 す る 必 要 が あ る 。 国 民 一 人 ひ と り が 、 自 分 た ち も 一

民 族 で あ る と 認 識 す る と と も に 、 ア イ ヌ と い う 独 自 の 先 住 民 族

が 国 内 に 生 活 し て い る こ と を 認 識 し 、 尊 重 す る よ う に な る こ と

が 求 め ら れ て い る と い え よ う 。  

さ ら に 、 日 本 を 国 際 的 な 視 野 か ら 見 る と 、 明 治 以 降 、 比 較 的

短 期 間 に 近 代 化 を 達 成 し 、 か つ 第 二 次 世 界 大 戦 に お け る 敗 戦 に

も 拘 ら ず 、 現 在 ま で に 世 界 第 二 位 の 国 民 経 済 を 築 き 上 げ 、 国 連

分 担 金 の 五 分 の 一 を 供 出 す る に 至 っ た と い う 実 績 は 、 国 際 社 会

で 一 定 の 評 価 を 受 け 、 同 時 に 途 上 国 に と っ て は 発 展 ・ 開 発 の ひ

と つ の モ デ ル と 看 做 さ れ て い る 。 そ の 日 本 が 、 内 な る 先 住 者 の

ア イ ヌ の 人 々 の 文 化 を 尊 重 し 、 そ れ を 将 来 へ 向 け て 発 展 さ せ る

こ と に 成 功 す れ ば 、「 異 な る 民 族 の 共 生 」 と 「 文 化 の 多 様 性 の

尊 重 」 を 目 指 し て い る 国 際 社 会 に お い て 、 日 本 の 地 位 を 更 に 高

め る こ と に つ な が る で あ ろ う 。  

 

ウ  国 が 主 体 と な っ た 政 策 の 全 国 的 実 施  

ア イ ヌ の 人 々 は 、 北 海 道 を は じ め と す る 各 地 域 で 生 活 を 営 ん

で お り 、 よ り よ い 地 域 社 会 を 築 く と い う 観 点 か ら 、 そ れ ぞ れ の

地 域 の 問 題 と し て 共 生 や 文 化 の 復 興 に 取 り 組 む こ と が 期 待 さ れ

る と こ ろ で あ る 。 現 に 、 こ れ ま で も 関 係 の 地 方 公 共 団 体 な ど に

よ る 取 組 が な さ れ て き て お り 、 今 後 も 、 関 係 地 方 公 共 団 体 や 企

業 な ど の 民 間 に よ り 自 主 的 な 取 組 が な さ れ る こ と が 重 要 で あ る 。  

し か し な が ら 、 先 住 民 族 と し て の ア イ ヌ の 人 々 と 他 の 多 く の

日 本 人 と の 共 生 は 、 国 の 成 り 立 ち に か か わ る 問 題 で あ る 。 ま た 、

国 の 政 策 と し て 近 代 化 を 進 め た 結 果 、 先 住 民 族 で あ る ア イ ヌ の

人 々 の 文 化 に 打 撃 が も た ら さ れ た 歴 史 も 考 慮 す れ ば 、 従 来 に も
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増 し て 、 国 が 主 体 性 を 持 っ て 政 策 を 立 案 し 遂 行 す る こ と が 求 め

ら れ る 。  

そ の 際 、 関 係 地 方 公 共 団 体 や 民 間 団 体 等 と の 連 携 ・ 協 働 に よ

り 政 策 の 効 果 を 全 体 と し て 高 め て い く こ と が 重 要 で あ る 。  

ま た 、 ア イ ヌ と し て の ア イ デ ン テ ィ テ ィ を も つ 個 人 に 関 す る

政 策 は 、 そ の 居 住 す る 地 域 に よ っ て 左 右 さ れ る べ き で は な い 。

現 在 、 全 国 各 地 に ア イ ヌ の 人 々 が 生 活 し て い る と 考 え ら れ て い

る こ と か ら 、 全 国 の ア イ ヌ の 人 々 を 対 象 に し て 政 策 を 実 施 す る

必 要 が あ る 。  

 

(2) 具 体 的 政 策  

  基 本 的 な 理 念 を 実 現 し て い く た め に は 、 第 一 に 、 先 住 民 族 と し て

の ア イ ヌ の 歴 史 、 伝 統 、 現 状 等 に つ い て 、 国 民 の 正 し い 理 解 が 必

要 で あ る 。 第 二 に 、 現 行 の ア イ ヌ 文 化 振 興 施 策 等 を 発 展 拡 充 し 、

今 を 生 き る ア イ ヌ の 人 々 が 誇 り を 持 っ て 生 を 営 む こ と が 可 能 と な

り 、 国 民 が 多 様 な 価 値 観 を 実 感 ・ 共 有 で き 、 新 し い 文 化 の 創 造 や

発 展 に つ な が る よ う な 幅 広 い ア イ ヌ 政 策 を 展 開 し て い く 必 要 が あ

る 。  

こ の よ う な 観 点 か ら 、 今 後 の ア イ ヌ 政 策 は 、 現 行 の ア イ ヌ 政 策 に

関 す る 現 状 と 課 題 を 明 ら か に し た 上 で 、 こ れ ま で の ア イ ヌ 文 化 振 興

施 策 等 に 加 え て 、 以 下 に 記 述 す る ① 国 民 の 理 解 の 促 進 （ 教 育 、 啓

発 ） 、 ② 広 義 の 文 化 に 係 る 政 策 の 推 進 （ 民 族 共 生 の 象 徴 と な る 空 間

の 整 備 、 研 究 の 推 進 、 ア イ ヌ 語 を は じ め と す る ア イ ヌ 文 化 の 振 興 、

土 地 ・ 資 源 の 利 活 用 の 促 進 、 産 業 振 興 、 生 活 向 上 関 連 施 策 ） を 重 点

と し て 展 開 す べ き で あ り 、 ③ 国 と し て こ れ ら を 実 行 す る た め に 必 要

な 推 進 体 制 等 を 整 備 す べ き で あ る 。  

 

①  国 民 の 理 解 の 促 進  

 ア イ ヌ の 人 々 が 日 本 列 島 北 部 周 辺 、 と り わ け 北 海 道 に 先 住 し 、

独 自 の 言 語 、 宗 教 や 文 化 の 独 自 性 を 有 す る 先 住 民 族 で あ る と 認 識
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さ れ る こ と が 重 要 で あ る 。 そ し て 、 差 別 や 偏 見 が 解 消 さ れ 、 ア イ

ヌ の 人 々 が 、 自 ら を ア イ ヌ で あ る と 誇 り を 持 っ て い え る 社 会 を 目

指 す こ と が 必 要 で あ る 。 こ の た め に は 、 ア イ ヌ の 歴 史 、 文 化 等 に

つ い て 教 育 課 程 等 を 通 じ て 国 民 が 正 し く 理 解 し 、 我 が 国 に ア イ ヌ

と い う 民 族 や ア イ ヌ 文 化 が 存 在 す る こ と の 価 値 を 認 識 す る こ と が

き わ め て 重 要 で あ る 。  

 

ア  教 育   

     ア イ ヌ の 歴 史 、 文 化 等 に つ い て の 国 民 の 理 解 の 促 進 を 図 る に

当 た っ て は 、 児 童 ・ 生 徒 の 発 達 段 階 に 応 じ た 一 定 の 基 礎 的 な 知

識 の 習 得 や 理 解 の 促 進 が 肝 要 で あ る 。  

ア イ ヌ に 関 す る 教 育 の 現 状 を み る と 、 ま ず 、 学 習 指 導 要 領 に

お け る ア イ ヌ に 関 す る 取 扱 い は 、 中 学 校 の 社 会 科 に お い て 江 戸

時 代 の 鎖 国 下 の 対 外 関 係 の 一 部 と し て 、「 北 方 と の 交 易 を し て

い た ア イ ヌ に つ い て 取 り 扱 う 」 旨 の 記 載 に 留 ま っ て い る 。 各 種

の 教 科 書 で は 、 ア イ ヌ の 歴 史 や 差 別 撤 廃 に 関 す る 内 容 等 が 記 述

さ れ て い る が 、 教 科 書 に よ っ て 記 述 内 容 や 記 述 量 に 濃 淡 が あ る 。

ま た 、 財 団 法 人 ア イ ヌ 文 化 振 興 ・ 研 究 推 進 機 構 が 小 中 学 生 向 け

に 作 成 ・ 配 布 し て い る 副 読 本 「 ア イ ヌ 民 族 :歴 史 と 現 在 － 未 来

を 共 に 生 き る た め に － 」 に つ い て は 、 北 海 道 内 で は 小 学 校 ４ 年

生 、 中 学 校 ２ 年 生 の 生 徒 全 員 に 配 布 さ れ て い る が 、 北 海 道 外 で

は 、 各 小 中 学 校 に １ 冊 ず つ 配 布 さ れ る に 留 ま っ て お り 、 い ず れ

の 場 合 も 配 布 さ れ た 副 読 本 の 利 活 用 に つ い て は 各 学 校 の 判 断 に

委 ね ら れ て い る 。 さ ら に 、 ア イ ヌ の 歴 史 等 に 関 す る 指 導 方 法 が

わ か ら な い 等 の 声 が 教 員 側 に あ る ほ か 、 体 験 学 習 等 の 取 組 を 積

極 的 に 行 っ て い る の は 一 部 の 市 町 村 や 学 校 に 限 ら れ て い る 。  

こ れ ら の 現 状 を 踏 ま え る と 、 課 題 と し て は 、 ア イ ヌ の 歴 史 や

文 化 等 に 関 し て 、 必 ず し も 児 童 ・ 生 徒 の 発 達 段 階 に 応 じ た 学

習 体 系 と な っ て お ら ず 幅 広 い 理 解 に つ な が り に く い こ と 、 指

導 す る 教 員 側 に 十 分 な 知 識 ・ 理 解 が な い 場 合 が 多 い こ と 、 学
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習 等 に お け る 積 極 的 ・ 先 進 的 な 取 組 に よ り 成 果 を あ げ る か 否

か は 教 員 の 姿 勢 や 指 導 者 の 存 在 等 の 偶 然 の 要 素 に 左 右 さ れ て

い る こ と 等 が 考 え ら れ る 。  

こ れ ら の 課 題 に 対 応 す る た め 、 ア イ ヌ の 歴 史 、 文 化 等 に つ

い て 、 十 分 か つ 適 切 な 理 解 や 指 導 を 可 能 と す る よ う 教 育 内 容

の 充 実 を 図 っ て い く こ と が 重 要 で あ る 。 具 体 的 に は 、 大 学 等

に お い て 、 児 童 ・ 生 徒 の 発 達 段 階 に 応 じ た 適 切 な 理 解 や 指 導

者 の 適 切 な 指 導 を 可 能 と す る よ う な 方 策 を 総 合 的 に 研 究 し 、

研 究 成 果 を 教 育 の 現 場 に 活 用 し て い く こ と や 、 次 回 の 学 習 指

導 要 領 改 訂 に 向 け た 課 題 と し て 検 討 し て い く こ と も 必 要 で あ

る 。 ま た 、 短 期 的 に は 、 教 科 書 に お け る 記 述 の 充 実 、 小 中 学

生 向 け の 副 読 本 の 配 布 数 を 拡 大 す る な ど 副 読 本 の 利 活 用 の 充

実 に 努 め る こ と 、 教 職 員 等 へ の 研 修 を 充 実 す る こ と 、 教 育 現

場 に お け る ア イ ヌ 文 化 等 に 関 す る 体 験 学 習 等 の 積 極 的 な 取 組

事 例 の 収 集 ・ 促 進 を 図 る こ と 等 が 求 め ら れ る 。 こ の よ う に 、

義 務 教 育 終 了 時 ま で に 、 ア イ ヌ の 歴 史 や 文 化 等 に 関 す る 基 礎

的 な 知 識 の 習 得 や 理 解 の 促 進 が 可 能 と な る よ う な 環 境 整 備 が

重 要 で あ る 。  

 

イ  啓 発  

    義 務 教 育 段 階 に お け る 基 礎 的 な 知 識 の 普 及 や 理 解 の 促 進 と

と も に 、 新 た な ア イ ヌ 政 策 の 円 滑 な 実 施 に と っ て 、 国 民 各 層

の 幅 広 い 理 解 を 促 進 し て い く こ と も 必 要 不 可 欠 で あ る 。  

ア イ ヌ に 関 す る 啓 発 の 現 状 は 、 北 海 道 内 を 中 心 に 財 団 法 人 ア

イ ヌ 文 化 振 興 ・ 研 究 推 進 機 構 を 中 心 と し た ア イ ヌ の 伝 統 等 に

関 す る 広 報 等 の 活 動 、 法 務 省 を 中 心 と し た 人 権 啓 発 の 一 環 と

し て の 啓 発 活 動 、 博 物 館 等 に お け る ア イ ヌ 文 物 等 の 展 示 等 に

よ り 行 わ れ て い る 。  

こ れ ら の 現 状 の 啓 発 活 動 は 、 行 政 が 主 体 の 場 合 が 多 く 、 北 海

道 内 に お け る 活 動 が 中 心 と な っ て い る な ど 、 啓 発 の 手 段 や 量
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が 限 ら れ て お り 、 全 国 的 な 広 が り を 見 せ て い な い 等 の 課 題 が

あ る 。  

こ の た め 、 「 ア イ ヌ 民 族 の 日 （ 仮 称 ） 」 の 制 定 な ど 、 全 国

的 に 期 間 を 集 中 し て 先 住 民 族 と し て の ア イ ヌ 民 族 に 関 す る 歴

史 や 文 化 に つ い て 国 民 の 理 解 を 深 め る 広 報 活 動 や 行 事 を 実 施

す る こ と 、 公 共 の 場 等 に お い て 積 極 的 に ア イ ヌ 文 物 等 を 展 示

し て い く こ と が 必 要 で あ る 。 ま た 、 ア イ ヌ の 歴 史 や 文 化 に 関

す る 映 画 や ド ラ マ の 作 成 、 通 信 や 放 送 に よ る 教 育 の 充 実 な ど

民 間 も 参 加 し た 多 様 な 担 い 手 に よ る 啓 発 の 取 組 を 行 っ て い く

こ と な ど も 重 要 で あ る 。 こ う し た 様 々 な 啓 発 活 動 の 積 極 的 な

実 施 を 通 じ て 、 広 く 国 民 の 理 解 の 促 進 を 図 っ て い く こ と が 必

要 で あ る 。  

 

②  広 義 の 文 化 に 係 る 政 策  

  先 に 述 べ た と お り 、 近 代 化 政 策 の 結 果 と し て 打 撃 を 被 っ た 先 住

民 族 と し て の ア イ ヌ の 人 々 の 文 化 の 復 興 の 対 象 は 、 言 語 、 音 楽 、

舞 踊 、 工 芸 等 に 加 え て 、 土 地 利 用 の 形 態 等 を も 含 む 民 族 固 有 の 生

活 様 式 の 総 体 と 考 え る べ き で あ る 。 そ の 上 で ア イ ヌ の 人 々 が ア イ

ヌ と し て の ア イ デ ン テ ィ テ ィ を 誇 り を 持 っ て 選 択 し 、 ア イ ヌ 文 化

の 実 践 ・ 継 承 を 行 う こ と が 可 能 と な る よ う な 環 境 整 備 を 図 っ て い

く こ と や 、 経 済 活 動 と の 連 携 等 に よ り 自 律 的 な 生 活 の 回 復 に 結 び

つ け て い く よ う な 取 組 を 促 進 し て い く こ と が 必 要 で あ る 。 そ の

際 、 ア イ ヌ 文 化 の 現 代 的 な 回 復 や 将 来 へ 向 け た 創 造 ・ 発 展 と い う

視 点 、 ま た 、 国 民 一 般 が ア イ ヌ 文 化 の 価 値 を 実 感 ・ 共 有 で き る よ

う な 多 様 な 文 化 と 民 族 の 共 生 と い う 視 点 も 重 要 と な る 。 こ の よ う

な 観 点 か ら 、 以 下 の よ う な 広 義 の 文 化 に 係 る 政 策 を 実 施 す べ き で

あ る 。  

 

ア  民 族 共 生 の 象 徴 と な る 空 間 の 整 備  

  ア イ ヌ と い う 民 族 に 関 す る 歴 史 的 背 景 、 自 然 と 共 生 し て き
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た 文 化 の 重 要 性 、 国 民 の 理 解 の 促 進 の 必 要 性 等 に か ん が み れ

ば 、 ア イ ヌ の 歴 史 や 文 化 等 に 関 す る 教 育 ・ 研 究 ・ 展 示 等 の 施

設 を 整 備 す る こ と や 伝 統 的 工 芸 技 術 等 の 担 い 手 の 育 成 等 を 行

う 場 を 確 保 す る と と も に 、 併 せ て 、 ア イ ヌ の 精 神 文 化 の 尊 重

と い う 観 点 か ら 、 過 去 に 発 掘 ・ 収 集 さ れ 現 在 大 学 等 で 保 管 さ

れ て い る ア イ ヌ の 人 骨 等 に つ い て 、 尊 厳 あ る 慰 霊 が 可 能 と な

る よ う な 慰 霊 施 設 の 設 置 等 の 配 慮 が 求 め ら れ る 。 こ れ ら の 施

設 を 山 、 海 、 川 な ど と 一 体 と な っ た 豊 か な 自 然 環 境 で 囲 み 、

国 民 が 広 く 集 い 、 ア イ ヌ 文 化 の 立 体 的 な 理 解 や 体 験 ・ 交 流 等

を 促 進 す る 民 族 共 生 の 象 徴 と な る よ う な 空 間 を 公 園 等 と し て

整 備 す る こ と が 望 ま れ る 。  

こ れ ら の 施 設 及 び 空 間 は 、 本 報 告 書 の コ ン セ プ ト 全 体 を 体

現 す る 扇 の 要 と な る も の で あ り 、 我 が 国 が 、 将 来 へ 向 け て 、

先 住 民 族 の 尊 厳 を 尊 重 し 差 別 の な い 多 様 で 豊 か な 文 化 を 持 つ

活 力 あ る 社 会 を 築 い て い く た め の 象 徴 と し て の 意 味 を 持 つ も

の で あ る 。  

 

イ  研 究 の 推 進  

    ア イ ヌ の 人 々 が 、 ア イ デ ン テ ィ テ ィ の 原 点 で あ る ア イ ヌ 語 や      

ア イ ヌ 文 化 を 将 来 に 亘 っ て 安 定 的 に 実 践 ・ 継 承 し て い く こ と を

可 能 と す る た め に も 、 ア イ ヌ に 関 す る 総 合 的 か つ 実 践 的 な 研 究

の 推 進 ・ 充 実 を 図 る と と も に 、 ア イ ヌ の 人 々 が 主 体 と な っ た 研

究 ・ 教 育 等 が 進 め ら れ る よ う な 環 境 づ く り を 進 め て い く こ と が

求 め ら れ る 。  

ア イ ヌ に 関 す る 研 究 の 現 状 と し て は 、 財 団 法 人 ア イ ヌ 文 化 振

興 ・ 研 究 推 進 機 構 に よ る ア イ ヌ に 関 す る 研 究 や 研 究 成 果 の 出 版

へ の 助 成 、 一 部 の 大 学 や 研 究 機 関 等 に お け る 学 術 的 ・ 専 門 的 な

研 究 等 が あ げ ら れ る 。  

こ れ ら の ア イ ヌ に 関 す る 研 究 等 に つ い て は 、 研 究 機 関 毎 に

小 規 模 で 行 わ れ て お り 、 相 互 の 連 携 や 交 流 が 必 ず し も 十 分 で
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な い こ と 、 ア イ ヌ の 人 々 自 身 が 研 究 に 携 わ る 機 会 が 限 ら れ て

お り ア イ ヌ の 研 究 者 の 人 材 育 成 が 進 ん で い な い こ と 等 の 課 題

が あ り 、 総 合 的 か つ 実 践 的 な 研 究 の 推 進 が 十 分 に 図 ら れ て い

る と は 言 い 難 い 状 況 に あ る 。  

こ の た め 、 早 急 に 、 ア イ ヌ に 関 す る 研 究 や ア イ ヌ の 人 々 も

含 め た 研 究 者 の 育 成 等 を 戦 略 的 に 行 う 研 究 体 制 を 構 築 し て い

く こ と が 必 要 で あ る 。 具 体 的 に は 、 先 駆 的 に ア イ ヌ に 関 す る

研 究 等 に 取 り 組 ん で い る 機 関 の 機 能 、 体 制 等 を 拡 充 強 化 し 、

当 該 研 究 機 関 が 中 核 ・ 司 令 塔 と な っ て ア イ ヌ に 関 す る 研 究 の

ネ ッ ト ワ ー ク 化 や 研 究 者 の 育 成 等 を 担 う こ と と し 、 中 長 期 的

に は ア イ ヌ に 関 す る 総 合 的 か つ 実 践 的 な 研 究 の 推 進 体 制 へ と

発 展 さ せ て い く べ き で あ る 。 ま た 、 ア イ ヌ の 人 々 に 対 す る 高

等 教 育 機 関 に お け る 教 育 機 会 の 充 実 等 の 自 主 的 な 取 組 へ の 支

援 も 重 要 で あ る 。  

 

ウ  ア イ ヌ 語 を は じ め と す る ア イ ヌ 文 化 の 振 興  

民 族 と し て の ア イ デ ン テ ィ テ ィ の 中 核 を な す ア イ ヌ 語 の 振 興

に つ い て は 、 北 海 道 内 を 中 心 に 財 団 法 人 ア イ ヌ 文 化 振 興 ・ 研 究

推 進 機 構 に よ り 、 ア イ ヌ 語 に 関 す る 指 導 者 の 育 成 、 弁 論 大 会 の

開 催 、 ア イ ヌ 語 講 座 の ラ ジ オ 放 送 等 に よ り 行 わ れ て い る 。 そ の

他 の ア イ ヌ 文 化 の 振 興 に つ い て は 、 文 化 伝 承 に 関 す る 講 座 の 開

催 、 伝 統 工 芸 の 展 示 等 に 関 す る 助 成 等 に よ り 行 わ れ て い る 。 ま

た 、 国 の 重 要 無 形 民 俗 文 化 財 で あ る ア イ ヌ 古 式 舞 踊 （ ア イ ヌ の

人 々 に よ っ て 伝 承 さ れ て い る 歌 と 踊 り で 、 ア イ ヌ の 主 要 な 祭 り

や 家 庭 で の 行 事 等 の 際 に 行 わ れ る も の ） が ユ ネ ス コ の 無 形 文 化

遺 産 候 補 と し て 提 案 さ れ て い る こ と に も 注 目 す べ き で あ る 。  

こ の よ う に 、 ア イ ヌ 文 化 振 興 法 の 制 定 以 降 、 ア イ ヌ 語 な ど ア

イ ヌ 文 化 の 一 部 に 対 す る 振 興 施 策 が 充 実 さ れ た こ と に よ り 、 ア

イ ヌ 語 学 習 等 へ 若 い 世 代 の 参 画 が 見 ら れ る な ど 文 化 伝 承 の 裾 野

が 着 実 に 広 が っ て き て い る 。 し か し な が ら 、 ア イ ヌ 語 を 学 び
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た い 、 ア イ ヌ 文 化 に 触 れ た い と い う ニ ー ズ に 対 し て 、 そ れ に

応 え る 場 や 機 会 が 限 ら れ て い た り 、 指 導 者 や 教 材 が 不 足 し て

い る 等 の 課 題 が あ り 、 必 ず し も 十 分 に 対 応 し き れ て い な い 面

も あ る 。  

こ の た め 、 ア イ ヌ 語 等 に 関 す る 講 座 や 指 導 者 の 育 成 等 の 既

存 の ア イ ヌ 文 化 振 興 施 策 の 充 実 強 化 は も ち ろ ん 、 ア イ ヌ 語 の

音 声 資 料 の 収 集 ・ 整 理 、 地 名 の ア イ ヌ 語 表 記 や ア イ ヌ 語 地 名

由 来 の 説 明 表 記 を 充 実 す る な ど ア イ ヌ 語 等 の ア イ ヌ 文 化 に 学

び 触 れ る 機 会 を 更 に 充 実 さ せ て い く べ き で あ る 。 ま た 、 ア イ

ヌ の 口 承 文 芸 で あ る ユ カ ラ 等 の ア イ ヌ 文 化 の 伝 承 に 長 年 貢 献

し て い る ア イ ヌ の 高 齢 者 へ の 表 彰 等 を 引 き 続 き 実 施 す る こ と

が 必 要 で あ る 。  

 

エ  土 地 ・ 資 源 の 利 活 用 の 促 進  

    ア イ ヌ の 人 々 は 、 土 地 と の 間 に 深 い 精 神 文 化 的 な 結 び つ き

を 有 し て お り 、 現 代 を 生 き る ア イ ヌ の 人 々 の 意 見 や 生 活 基 盤

の 実 態 な ど を 踏 ま え 、 今 日 的 な 土 地 ・ 資 源 の 利 活 用 に よ り ア

イ ヌ 文 化 の 総 合 的 な 伝 承 活 動 等 を 可 能 に す る よ う 配 慮 し て い

く こ と が 、 先 住 民 族 と し て の ア イ ヌ 文 化 の 振 興 や 伝 承 に と っ

て き わ め て 重 要 と な る 。  

現 在 、 ア イ ヌ の 伝 統 的 生 活 空 間 （ イ オ ル ） の 再 生 事 業 （ 注 ）

が 北 海 道 内 の ２ 地 域 で 行 わ れ て お り 、 国 公 有 地 等 に お い て 文

化 伝 承 に 必 要 な 自 然 素 材 育 成 、 体 験 交 流 等 が 行 わ れ て い る 。

ま た 、 一 部 の 河 川 に お い て は 、 ア イ ヌ の 伝 統 的 な 儀 式 等 の 目

的 で 内 水 面 の サ ケ を 採 捕 す る こ と を 特 別 に 許 可 す る 等 の 配 慮

が 払 わ れ て い る 。  

    一 方 で 、 ア イ ヌ の 人 々 か ら は 、 土 地 ・ 資 源 の 利 活 用 が 十 分 に

で き な い た め 、 文 化 伝 承 に 必 要 な 自 然 素 材 が 採 取 で き な い な ど 、

ア イ ヌ 文 化 の 継 承 や 発 展 に と っ て 支 障 と な っ て い る 側 面 が あ る

の で は な い か と の 指 摘 も あ る 。  
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ア イ ヌ 文 化 の 継 承 等 に 必 要 な 土 地 ・ 資 源 の 利 活 用 に つ い て は 、

伝 承 活 動 等 を 行 お う と す る ア イ ヌ の 人 々 の 具 体 的 な 意 見 に 耳 を

傾 け る と と も に 、 公 共 的 な 必 要 性 ・ 合 理 性 に つ い て 国 民 の 理 解

を 得 な が ら 進 め て い く こ と が 重 要 で あ る 。  

こ れ ら の 課 題 等 も 踏 ま え 、 近 年 、 自 然 と の 共 生 の 重 要 性 が

増 す 中 、 自 然 と の か か わ り の 中 で 育 ま れ て き た ア イ ヌ 文 化 を

一 層 振 興 し て い く 観 点 か ら も 、 地 元 関 係 者 の 理 解 や 協 力 を 得

つ つ 、 ア イ ヌ 文 化 の 継 承 等 に 必 要 な 樹 木 等 の 自 然 素 材 を 円 滑

に 利 活 用 で き る 条 件 整 備 を 更 に 進 め て い く こ と が 重 要 で あ る

と 考 え ら れ る 。  

具 体 的 に は 、 ア イ ヌ の 伝 統 的 生 活 空 間 （ イ オ ル ） の 再 生 事

業 に つ い て 、 ア イ ヌ の 人 々 や 関 係 者 の 意 見 等 を 踏 ま え つ つ 実

施 地 域 の 拡 充 等 を 行 う こ と 、 ま た 、 同 事 業 の 実 施 地 域 等 に お

い て 、 ア イ ヌ の 人 々 、 行 政 等 の 関 係 者 が 国 公 有 地 や 海 面 ･内 水

面 で の 自 然 素 材 の 利 活 用 等 に 関 し て 必 要 な 調 整 を 行 う 場 を 設

置 す る こ と に よ り 、 今 日 的 な 土 地 ・ 資 源 の 利 活 用 に よ る ア イ

ヌ 文 化 の 伝 承 等 を 段 階 的 に 実 現 し て い く こ と が 必 要 で あ る 。  

 

（ 注 ） ア イ ヌ の 伝 統 的 生 活 空 間 （ イ オ ル ） の 再 生 事 業  

森 林 や 水 辺 等 に お い て 、 ア イ ヌ 文 化 の 継 承 等 に 必 要 な

樹 木 、 草 本 等 の 自 然 素 材 の 確 保 が 可 能 と な り 、 そ の 素 材

を 使 っ て 、 ア イ ヌ 文 化 の 伝 承 活 動 等 が 行 わ れ る よ う な 空

間 を 形 成 す る 事 業 。  

 

オ  産 業 振 興  

多 く の ア イ ヌ の 人 々 の 主 体 的 な 参 加 を 得 て 安 定 的 に ア イ ヌ

文 化 の 伝 承 等 を 促 進 し て い く た め に は 、 文 化 伝 承 等 の 活 動 と

経 済 活 動 と の 連 携 が 重 要 と な る 。  

現 状 で は 、 北 海 道 内 の 一 部 の 地 域 で 、 ア イ ヌ の 人 々 と 地 域 の

人 々 が 協 力 し て ア イ ヌ 文 化 を 重 要 な 観 光 資 源 と し て 位 置 づ け 、
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地 域 振 興 や 観 光 振 興 に 向 け た 取 組 が 行 わ れ る な ど ア イ ヌ 文 化 の

伝 承 の た め の 活 動 と 経 済 活 動 が 調 和 し た 好 事 例 も 見 ら れ る 。  

し か し な が ら 、 現 状 に お い て 各 地 域 の 取 組 は 小 規 模 な も の が

多 く 、 ア イ ヌ 文 化 の 伝 承 の た め の 活 動 等 が 生 業 と な ら な い こ と

が 、 ア イ ヌ 文 化 の 担 い 手 を 増 や し 、 文 化 を 振 興 す る こ と の 障 害

に な っ て い る 面 も あ る の で は な い か と 考 え ら れ る 。  

文 化 振 興 や 伝 承 の た め の 活 動 が ア イ ヌ の 人 々 の 経 済 的 自 立

に も 結 び つ く た め の 方 策 と し て 、 伝 統 的 な ア イ ヌ の 工 芸 品 等

に 関 す る 工 芸 技 術 の 向 上 や 販 路 拡 大 、 ア イ ヌ ・ ブ ラ ン ド の 確

立 、 ア イ ヌ 文 化 の 適 切 な 観 光 資 源 化 や 観 光 ル ー ト 化 、 ア イ ヌ

文 化 を テ ー マ に し た 観 光 産 業 振 興 に 資 す る 国 内 外 へ の プ ロ モ

ー シ ョ ン 等 に 取 り 組 む こ と が 必 要 で あ り 、 こ れ ら に 対 す る 支

援 の 充 実 強 化 が 求 め ら れ る 。 と り わ け 工 芸 品 の 販 路 拡 大 や ア

イ ヌ ・ ブ ラ ン ド の 確 立 に 向 け た マ ー ケ テ ィ ン グ 調 査 を 早 期 に

実 施 す る こ と が 必 要 で あ る 。 な お 、 地 域 に お け る ア イ ヌ 文 化

と 経 済 活 動 等 と の 連 携 を 更 に 促 進 す る た め に は 、 ア イ ヌ の

人 々 と 地 域 住 民 が 主 体 と な っ た 取 組 等 を 後 押 し す る よ う な 支

援 が 重 要 で あ る 。  

 

カ  生 活 向 上 関 連 施 策  

     生 活 向 上 関 連 施 策 に つ い て は 、 現 在 、 北 海 道 に お い て 、 奨

学 金 、 生 活 相 談 、 就 業 支 援 、 農 林 漁 業 の 生 産 基 盤 等 の 整 備 、

工 芸 技 術 研 修 等 に 関 す る 支 援 を 実 施 し て い る 。  

今 日 の 北 海 道 内 の ア イ ヌ の 人 々 の 生 活 状 況 等 は 一 定 の 改 善

が 見 ら れ て い る が 、 先 述 の 「 北 海 道 大 学 ア イ ヌ 民 族 生 活 実 態

調 査 」 等 に よ る と 、 生 活 保 護 率 や 大 学 へ の 進 学 率 等 に お い て

な お 格 差 が 存 在 し て お り 、 引 き 続 き 生 活 向 上 関 連 施 策 を 実 施

し て い く こ と が 求 め ら れ る 。 こ れ ら の 格 差 の 存 在 に よ り 、 ア

イ ヌ の 人 々 が ア イ ヌ と し て の ア イ デ ン テ ィ テ ィ を 誇 り を 持 っ

て 選 択 す る こ と が 妨 げ ら れ 、 ア イ ヌ 文 化 の 振 興 や 伝 承 の 確 保
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が 困 難 と な っ て い る 状 況 も 否 定 で き な い 。 ま た 、 北 海 道 内 に

在 住 す る ア イ ヌ の 人 々 に 対 し て は 施 策 が 講 じ ら れ る 一 方 で 、

北 海 道 外 在 住 の ア イ ヌ の 人 々 に 対 し て は 施 策 が 講 じ ら れ て い

な い 等 の 課 題 も あ る 。  

こ の た め 、 ア イ ヌ の 人 々 が 、 居 住 地 に 左 右 さ れ ず 、 自 律 的

に 生 を 営 み 、 文 化 振 興 や 伝 承 等 を 担 え る よ う に す る た め の 支

援 が 必 要 で あ り 、 北 海 道 外 の ア イ ヌ の 人 々 の 生 活 等 の 実 態 を

調 査 し た 上 で 、 全 国 的 見 地 か ら 必 要 な 支 援 策 を 検 討 し 実 施 し

て い く こ と が 求 め ら れ る 。 そ の 際 、 支 援 策 の 適 用 に 当 た っ て

ア イ ヌ の 人 々 を 個 々 に 認 定 す る 手 続 等 が 必 要 と な る 場 合 に

は 、 透 明 性 及 び 客 観 性 の あ る 手 法 等 を 慎 重 に 検 討 す べ き で あ

る 。  

な お 、 以 上 の よ う な 生 活 向 上 関 連 施 策 の 展 開 に 当 た っ て 留

意 す べ き 点 は 、 ア イ ヌ の 人 々 は 様 々 な 生 活 の 道 を 選 択 し て い

る と い う 状 況 が あ る こ と で あ り 、 こ れ ら の 人 々 を 本 人 の 意 思

に 関 わ ら ず 、 一 律 に 施 策 の 対 象 と す る こ と は 避 け る べ き で あ

る 。  

 

③  推 進 体 制 等 の 整 備  

 現 行 に お け る 政 府 の ア イ ヌ 政 策 は 、 ア イ ヌ 文 化 振 興 法 に 基 づ

く ア イ ヌ 文 化 振 興 関 連 施 策 等 に つ い て は 国 土 交 通 省 及 び 文 部 科

学 省 、 北 海 道 生 活 向 上 関 連 施 策 の 支 援 に つ い て は 文 部 科 学 省 、 厚

生 労 働 省 、 農 林 水 産 省 、 経 済 産 業 省 及 び 国 土 交 通 省 、 人 権 教 育 に

つ い て は 文 部 科 学 省 、 人 権 啓 発 に つ い て は 法 務 省 が そ れ ぞ れ 行 っ

て お り 、 ア イ ヌ 政 策 全 体 に 関 す る 総 合 的 な 窓 口 は 置 か れ て い な

い 。 こ の た め 国 と し て 政 策 全 般 を 見 渡 せ て い な い の で は な い か と

い う 指 摘 が あ る 。 ま た 、 文 化 振 興 や 生 活 向 上 の 施 策 の 検 討 に 際 し

て 、 行 政 と ア イ ヌ の 人 々 が 共 に 検 討 す る 場 が 個 別 に 設 け ら れ て い

る 例 が あ る が 、 新 た な 政 策 課 題 へ の 対 応 等 に ア イ ヌ の 人 々 の 意 見

等 が 必 ず し も 十 分 に 反 映 さ れ て い な い の で は な い か と 考 え ら れ



 40

る 。  

こ の た め 、 今 後 は 、 全 国 的 見 地 か ら 国 が 主 体 と な っ て 総 合 的

に 政 策 を 推 進 す る と と も に 、 ア イ ヌ の 人 々 の 意 見 等 を 政 策 に 反

映 す る 体 制 や 仕 組 み を 構 築 す る 必 要 が あ る 。 具 体 的 に は 、 ア イ

ヌ 政 策 を 総 合 的 に 企 画 ・ 立 案 ・ 推 進 す る 国 の 体 制 の 整 備 や ア イ

ヌ の 人 々 の 意 見 等 を 踏 ま え つ つ ア イ ヌ 政 策 を 推 進 し 、 施 策 の 実

施 状 況 等 を モ ニ タ リ ン グ し て い く 協 議 の 場 等 の 設 置 が 必 要 で あ

る 。 こ れ ら に よ り 、 ア イ ヌ の 人 々 の 意 見 を も 踏 ま え た 効 果 的 な

政 策 の 推 進 や 実 施 状 況 の 検 証 等 が 図 ら れ て い く も の と 期 待 さ れ

る 。  

  な お 、 国 会 等 に お け る ア イ ヌ 民 族 の た め の 特 別 議 席 の 付 与 に

つ い て は 、 国 会 議 員 を 全 国 民 の 代 表 と す る 憲 法 の 規 定 等 に 抵 触

す る と 考 え ら れ る こ と か ら 、 実 施 の た め に は 憲 法 の 改 正 が 必 要

と な ろ う 。 特 別 議 席 以 外 の 政 治 的 参 画 の 可 能 性 に つ い て は 、 諸

外 国 の 事 例 も 踏 ま え 、 そ の 有 効 性 と 合 憲 性 を 慎 重 に 検 討 す る こ

と が 必 要 な 中 長 期 的 課 題 で あ り 、 同 時 に ア イ ヌ の 人 々 に も ア イ

ヌ の 総 意 を ま と め る 体 制 づ く り が 求 め ら れ る こ と に な ろ う 。 こ

の た め 、 ま ず は 、 上 述 し た と お り 、 ア イ ヌ の 人 々 の 意 見 等 を 政

策 の 推 進 等 に 反 映 す る 仕 組 み を 構 築 し 、 第 一 歩 を 踏 み 出 す こ と

が 肝 要 で あ る 。  
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お わ り に  

 

 

本 報 告 書 は 、 国 会 に お け る 「 ア イ ヌ 民 族 を 先 住 民 族 と す る こ と を 求 め

る 決 議 」 を 受 け て 、 政 府 に よ っ て 当 懇 談 会 に 託 さ れ た 任 務 の 重 大 性 を 自

覚 し つ つ 鋭 意 検 討 を 進 め 、 懇 談 会 の 全 会 一 致 を も っ て 取 り ま と め た も の

で あ る 。 審 議 の 過 程 で 痛 感 さ せ ら れ た こ と 、 そ れ は 、 ア イ ヌ の 人 々 が 辿

っ た 過 酷 な 歴 史 で あ り 、 そ の 中 に あ っ て な お ア イ ヌ の 文 化 を 継 承 し つ つ

将 来 に 向 っ て 積 極 的 に 生 き よ う と す る 人 々 の 熱 意 と 努 力 で あ っ た 。  

ア イ ヌ 語 が 「 極 め て 深 刻 」 な 消 滅 の 危 機 に あ る と 指 摘 さ れ る （ 今 年 の

ユ ネ ス コ の 発 表 ） 中 に あ っ て 、 本 報 告 書 で 提 言 し て い る 様 々 な 政 策 は 、

国 と し て 直 ち に 取 り 組 む こ と が 要 請 さ れ て い る 。 ま た 、 こ れ ら の 諸 政 策

は 、 相 互 に 有 機 的 に 関 連 し 合 っ て お り 、 国 と し て 一 体 的 に 捉 え て 取 り 組

む こ と が 求 め ら れ る 。 も っ と も こ れ ら の 諸 政 策 の 中 に は そ の 実 現 に 多 く

の 時 間 と た ゆ ま ぬ 努 力 を 要 す る も の が あ り 、 さ ら に 今 後 の 具 体 的 検 討 に

待 た な け れ ば な ら な い も の も 含 ま れ て い る 。 し た が っ て 、 国 と し て の 継

続 的 か つ 着 実 な 取 組 が 強 く 期 待 さ れ て い る と こ ろ で あ り 、 そ れ だ け に 、

そ の よ う な 国 の 姿 勢 と 覚 悟 を 法 律 の か た ち で 具 体 的 に 示 す こ と 、 い わ ゆ

る 立 法 措 置 が ア イ ヌ 政 策 を 確 実 に 推 進 し て い く 上 で 大 き な 意 義 を 有 す る

と 考 え る も の で あ る 。 今 後 の 取 組 を 進 め る 中 で 、 こ の 点 に つ い て も 、 検

討 を 求 め た い 。  

本 報 告 書 に お い て は 、 当 懇 談 会 に 与 え ら れ た 課 題 に 照 ら し 、 国 の 政 策

の あ り 方 を 中 心 に 論 じ た が 、 こ う し た 政 策 を 真 に 効 果 的 な も の と す る に

は 、 関 係 地 方 公 共 団 体 に お い て も 、 そ れ ぞ れ の 地 域 の 実 情 を 踏 ま え 、 従

来 に も 増 し て 積 極 的 に ア イ ヌ の 文 化 の 復 興 と 豊 か な 共 生 に 向 け て 力 を 尽

す こ と が 求 め ら れ る 。 ま た 、 民 間 の 企 業 や 諸 団 体 、 さ ら に 一 般 の 国 民 一

人 ひ と り が 、 ア イ ヌ の 歴 史 や 現 状 に つ い て の 理 解 を 深 め 、 そ れ ぞ れ の 場

で 共 生 の た め の 努 力 を 傾 け る こ と が 望 ま れ る と こ ろ で あ る （ 現 在 、 例 え

ば 、 一 部 の 私 立 大 学 で ア イ ヌ の 人 々 に 奨 学 金 を 給 付 す る な ど の 進 学 奨 励

措 置 を 講 じ て い る が 、 企 業 等 に お い て も そ う し た 大 学 の 卒 業 生 を 積 極 的
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に 受 け 入 れ る な ど の 取 組 が な さ れ る こ と が 期 待 さ れ る ）。 こ の こ と に つ

け て も 、 教 育 の 重 要 性 を 改 め て 強 調 し て お き た い と 思 う 。 教 育 の 場 こ そ 、

国 民 一 般 が ア イ ヌ 民 族 の こ と に つ い て 理 解 を 深 め 、 ま た 、 ア イ ヌ の 子 ど

も た ち が 自 民 族 の 文 化 に つ い て 愛 着 を も っ て 接 す る 重 要 な 契 機 と な る か

ら で あ る 。  

ア イ ヌ の 人 々 の 尊 厳 と 生 活 の 向 上 に 身 を 捧 げ た 違 星
い ぼ し

北 斗
ほ く と

は 、「 ア イ ヌ

と 云 ふ 新 し く よ い 概 念 を  内 地 の 人 に 与 へ た く 思 ふ 」 と 詠 ん で 、 昭 和 ４

（ 1929） 年 に 27 歳 の 若 さ で こ の 世 を 去 っ た 。 今 、 わ れ わ れ は 、 ア イ ヌ

の 人 々 と 正 面 か ら 向 き 合 い 、 ア イ ヌ の 人 々 が 「 先 住 民 族 」 と し て 誇 り を

持 っ て 積 極 的 に 生 き る こ と の で き る 豊 か な 共 生 の 社 会 を 現 実 の も の と し

よ う と す る 新 た な 局 面 に 立 っ て い る 。 こ の 真 摯 な 試 み は 、 諸 々 の 困 難 を

抱 え る 日 本 に あ っ て 、 国 民 一 人 ひ と り が お 互 い を 思 い や る 気 持 を 持 ち 、

ア イ ヌ を 含 め た 次 の 世 代 が 夢 と 誇 り を 持 っ て 生 き る こ と の で き る 社 会 を

形 成 す る こ と に 寄 与 す る に 違 い な い 。 そ の こ と は 、 ま た 、 日 本 が 国 際 社

会 に お い て 「 名 誉 あ る 地 位 を 占 め 」（ 憲 法 前 文 ） る こ と に 通 ず る と 信 じ

る も の で あ る 。  



(別紙１) 

懇談会の開催経過及び各回の議事 

回 数 開催年月日 議   事 

第１回 平成 20 年 8 月 11 日 ○座長の選任 佐藤幸治委員 

○アイヌの人々、国連宣言の概要等について 

○今後の進め方について 

第２回 平成 20 年 9 月 17 日 ○懇談会の全体日程について 

○アイヌの人々の生活状況等の実態やこれまでのアイヌ政

策の評価等 

・加藤 忠委員及び高橋はるみ委員からのヒアリング 

北海道

現地視察 

意見交換 

平成 20 年 10 月 13 日 

～15 日 

○札幌市、白老町、平取町を視察し、現地のアイヌの方々

及び役場関係者と意見交換 

○千歳市末広小学校を視察 

東京 

現地視察 

意見交換 

平成 20 年 11 月 23 日 ○アイヌ文化交流センター（八重洲）を視察し、関東のア

イヌの方々と意見交換 

第３回 平成 20 年 12 月 25 日 ○これまでの懇談会で出された主な意見・要望等について 

○国連宣言・諸外国の先住民族政策とアイヌ政策の課題等 

・安藤仁介委員及び常本照樹委員からのヒアリング 

第４回 平成 21 年 1 月 21 日 ○歴史を踏まえた我が国における先住民族であるアイヌと

の共生のあり方等 

・山内昌之委員及び佐々木利和委員からのヒアリング 

第５回 平成 21 年 2 月 26 日 ○外部有識者からのヒアリング 

・自然人類学から見たアイヌ民族について 

国立科学博物館 研究主幹 篠田謙一 氏   

・アイヌ語学習の未来に向けて 

千葉大学大学院教授    中川 裕 氏  

第６回 平成 21 年 3 月 27 日 ○基本的な論点の整理について 

 

第７回 平成 21 年 4 月 24 日 ○基本的な論点の整理について（各論） 

・アイヌ関連施策等の現状とこれまでの懇談会の議論を

踏まえた課題 

・これからのアイヌ政策の推進に向けた提言(高橋委員) 

北海道 

現地視察 

意見交換 

平成 21 年 5 月 8 日 

～10 日 

○釧路市阿寒町、白糠町を視察し、現地のアイヌの方々及

び役場関係者と意見交換 

 

第８回 平成 21 年 5 月 29 日 ○基本的な論点の整理について（各論） 

・これまでの懇談会の議論等を踏まえたアイヌ政策の課

題と対応方向（案） 

第９回 平成 21 年 6 月 29 日 ○「アイヌ政策のあり方に関する有識者懇談会」報告書 

(素案)について 

第 10 回 平成 21 年 7 月 29 日 ○「アイヌ政策のあり方に関する有識者懇談会」報告書 

 （案）について 

○報告書決定・河村建夫内閣官房長官への手交 
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アイヌ政策のあり方に関する有識者懇談会報告について

国連宣言（H19.9）、国会決議（H20.6）→ 「アイヌ政策のあり方に関する有識者懇談会」（ H20.8～ ）
アイヌの方々との意見交換も踏まえ、総合的なアイヌ施策の確立に向け議論

【アイヌの人々につながる歴史と文化（旧石器～中世）】
【「異文化びと」と「和人」の接触～交易（中世）】
【過酷な労働生産の場（近世）】

商場知行制、場所請負制、「和人」との抗争、ロシアの南下政策と国境画定

【アイヌの文化への深刻な打撃（近代）】
場所請負制廃止と自由競争、文明開化とアイヌの文化への打撃、近代土地
所有制度の導入、伝統的生業（狩猟、漁撈）の制限、北海道旧土人保護法
の施行、民族意識の高揚等

今に至る歴史的経緯

今後のアイヌ政策の基本的考え方 具体的政策

【アイヌの人々の現状】
生活や教育の状況、文化活動等の取組、
帰属意識 等

【アイヌの人々をめぐる最近の動き】
先住民族の権利に関する国際連合宣言、
アイヌ民族を先住民族とすることを求める決議

【先住民族という認識に基づく政策展開】
・先住民族であることの確認
・先住民族であることから導き出される政策の展開

・政策展開に当たっての国民の理解の必要性

【国連宣言の意義等】
国連宣言の意義、憲法等を考慮したアイヌ政策の展開等

【政策展開に当たっての基本的な理念】
① アイヌのアイデンティティの尊重
② 多様な文化と民族の共生の尊重
③ 国が主体となった政策の全国的実施

アイヌの人々の現状、最近の動き

【国民の理解の促進】
・教育、啓発

【広義の文化に係る政策】
・民族共生の象徴となる空間の整備
・研究の推進
・アイヌ語をはじめとするアイヌ文化の振興
・土地・資源の利活用の促進
・産業振興
・生活向上関連施策

【推進体制等の整備】
・アイヌ政策を総合的に企画・立案・推進する国の体制の整備
・アイヌの人々の意見を政策推進等に反映するための協議の場の設置 等

今後のアイヌ政策のあり方

・立法措置がアイヌ政策を確実に推進していく上で大きな意義を有する。今後の取組を進める中で、この点についても、検討を求めたい。
・関係地方公共団体、民間の企業や諸団体、さらには国民一人ひとりの理解と共生のための努力が望まれる。

参考資料１
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「アイヌ政策のあり方に関する有識者懇談会」報告書（案）のポイント 

 

 

１． 今に至る歴史的経緯 

(1) アイヌの人々につながる歴史と文化（旧石器～中世） 

・北海道に人類が住み始めたのは旧石器時代であり、その後１万２千年前に縄文文化に入った。 

人類学的研究によってアイヌの持つ形質や遺伝的な特徴の中には、縄文まで遡るものがあるこ

とが明らかになっている。 

・他の地域が弥生文化の時代であったころ、寒冷な北海道では稲作が広がらず、独自の続縄文文

化が６世紀ころまで続いた。 

・７世紀に入ると擦文文化が始まったが、この時期に現在に認識されるかたちでのアイヌの文化

の原型がみられ、それに続く13～14世紀ころにかけ、狩猟、漁撈、採集を中心に一部には農耕

を行う生活の中で自然とのかかわりが深く、海を渡った交易を盛んに行うアイヌの文化の特色

が形成された。 

(2) 「異文化びと」と「和人」の接触～交易（中世）  

 ・鎌倉時代以降和人が北海道との交易を盛んに行うようになり、また、室町時代の書物の中に、

言葉の通じない「異文化びと」としてアイヌの人々の記述が見られる。 

 ・１５世紀半ばには、渡島半島の沿岸に和人が拠点を築き、先住していたアイヌの人々と交易を

行った。交易の拡大に伴い両者の間でコシャマインの戦いなど抗争が続いたが、16世紀半ばに

は講和した。 

(3) 過酷な労働生産の場（近世） 

・ 江戸時代に、松前藩がアイヌとの交易の独占権を家臣に与えるようになり（商場知行制）、ア

イヌの人々の交易は制限された。 

・１８世紀に入ると商人が場所の交易を請負うようになったが（場所請負制）、利益を増やすため  

に商人自ら漁場を経営し始めた。アイヌの人々は漁業に従事させられ過酷な労働を強いられた。 

・こうした中でも、工芸、文芸、思想、宗教的儀礼等独自の文化の伸長が見られた。 

(4) アイヌの文化への深刻な打撃（近代） 

 ・明治に入って、北海道の内国化が図られ、大規模な移住により北海道開拓が進展した。 

・近代的な土地所有制度の導入により、アイヌの人々は狩猟、漁撈・採集などの場を狭められ、

さらに狩猟、漁撈の禁止も加わり貧窮を余儀なくされた。 

・民族独自の文化の制限・禁止やアイヌ語を話す機会の減少は、アイヌの人々の和人への同化を

進め、その文化は失われる寸前になった。 

・また、圧倒的多数の和人移住者の中で、被支配的な立場に追い込まれ、様々な局面で差別の対

象になった。 

・現在も大学等で研究資料として保管されているアイヌの人骨の中にはその意に関わらず収集さ

れたものも含まれているとみられている。 

・明治32 年（1899 年）には北海道旧土人保護法が施行されたが、アイヌの人々の窮状を十分改

善するには至らなかった。 

 

 

 

参考資料２
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２．アイヌの人々の現状とアイヌの人々をめぐる最近の動き 

 (1) アイヌの人々の現状 

・多くが北海道に居住と考えられる（北海道の調査により把握されている数は約2万4千人）。 

・他の多くの日本人とほぼ変わらない様式で、衣食住などの日常生活を送っている。 

・北海道に居住するアイヌの人々の生活状況は改善されてきているが、道民・国民全体との格差

は依然として大きい。北海道外のアイヌの人々には特段の施策は講じられていない。 

・アイヌ文化振興法（平成9年）制定によりアイヌ語や伝統文化の維持・伝承の裾野が広がって

いる。一方、継承や発展にとって十分に機能していない側面があるのでは等の指摘もある。 

・アイヌの人々の他の日本人とほぼ変わらない日々の生活とアイヌとしての帰属意識を感じる生

活はともに尊重されるべき。 

 (2) アイヌの人々をめぐる最近の動き 

・平成19年9月「先住民族の権利に関する国際連合宣言」採択（我が国も賛成） 

・平成20年6月「アイヌ民族を先住民族とすることを求める決議」衆・参両院で可決 

 

３．今後のアイヌ政策のあり方 

 (1) 今後のアイヌ政策の基本的考え方 

  ①先住民族という認識に基づく政策展開 

・アイヌの人々は日本列島北部周辺、とりわけ北海道の先住民族であると考えることができる。 

・国の近代化政策の結果、その文化に深刻な打撃を与えたという経緯を踏まえ、国には先住民   

族であるアイヌの文化の復興に配慮すべき強い責任がある。 

・ここでいう文化とは、言語、音楽、舞踊、工芸等に加え、土地利用の形態等の民族固有の生

活様式の総体と捉えるべき。 

・伝統を踏まえた復興とともに、それを核として新しいアイヌ文化を創造する視点が必要。 

   ・偏見や差別の解消、新しい政策の円滑な推進のために、国民の正しい理解・知識の共有が必 

要。次の世代が夢や誇りを持って生きられる社会にしていく心がけが大切。 

②国連宣言の意義等                            

・宣言は法的拘束力はないものの、先住民族に係る政策のあり方の一般的な国際指針としての

意義は大きく十分尊重されるべき。 

・参照するに当たっては、各々の国の先住民族の歴史や現状を踏まえることが必要。 

・アイヌ政策の根拠を憲法の関連規定に求め、積極的に展開させる可能性を探ることが重要。 

  ③政策展開に当たっての基本的な理念 

   ア アイヌのアイデンティティの尊重 

・アイヌとしてのアイデンティティを持って生きることを積極的に選択し、かつ、その選択

に従って自律的に生を営むことを可能とする政策が必要。 

イ 多様な文化と民族の共生の尊重 

・アイヌという民族が存在していることは極めて意義深い。広義の文化の復興へ配慮するこ

とは、多様でより豊かな文化を享有できるという意味において国民一般の利益にもなる。 

ウ 国が主体となった政策の全国的実施 

・今後も、地方公共団体や企業などの民間による自主的な取組は重要であるが、従来以上に

国が主体性を持って政策を立案し遂行すべき。地方公共団体等との連携・協働が重要。 

・全国のアイヌの人々を対象とする政策展開が必要。 
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 (2) 具体的政策 

①国民の理解の促進 

ア 教育 

・児童・生徒の発達段階に応じた指導方法や教材の研究、指導者研修の実施や教科書の記述

の充実 など 

 イ 啓発 

・「アイヌ民族の日（仮称）」の制定による全国的に期間を集中した啓発活動の実施 など 

  ②広義の文化に係る政策 

   ア 民族共生の象徴となる空間の整備 

・アイヌの文化・歴史等に関する教育・研究・展示等の施設や大学等に保管されている遺骨

の尊厳ある慰霊が可能となる施設の設置 など 

・これらの施設を囲む、民族の共生の象徴となる空間を公園等として整備 など 

   イ 研究の推進 

・中核・司令塔的な役割を担う研究機関の整備による、研究のネットワーク化や研究者の育

成。中長期的には総合的かつ実践的な研究体制へと発展 など 

   ウ アイヌ語をはじめとするアイヌ文化の振興 

・アイヌ語・文化に学び触れる機会の拡充、アイヌ語の地位向上の取組み（地名表記等） 

 など 

   エ 土地・資源の利活用の促進 

・伝統的生活空間（イオル）の拡充や自然素材の利用に関する調整の場の設置 など 

   オ 産業振興 

・工芸技術の向上、販路拡大、アイヌ・ブランドの確立、観光振興等への支援 など 

   カ 生活向上関連施策 

・北海道外のアイヌの人々の生活実態調査を実施し、必要施策の全国展開の検討・実施 

 など 

  ③推進体制等の整備                            

・アイヌ政策を総合的に企画・立案・推進する国の体制の整備 

・アイヌの人々の意見等を踏まえつつ、アイヌ政策を推進し、施策の実施状況等をモニタリン

グする協議の場の設置 など 

・国会等におけるアイヌ民族のための特別議席の付与については憲法に抵触すると考えられ、

実施のためには憲法改正が必要となろう。特別議席以外の政治的参画の可能性については、

有効性と合憲性を慎重に検討することが必要な中長期的な課題。同時に、アイヌの総意をま

とめる体制づくりが求められる。 など 

 

おわりに 

 ・報告書で提言している諸政策を一体的に捉え、継続的かつ着実に取り組むことが強く期待される。 

 ・立法措置がアイヌ政策を確実に推進していく上で大きな意義を有するものと考える。今後の取組

を進める中で、この点についても、検討を求めたい。 

 ・関係地方公共団体、民間の企業や諸団体、さらには国民一人ひとりの理解と共生のための努力が

望まれる。  
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